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天
候
不
順
に
よ
り
春
先
の
冷
え
込
み
や
、
梅
雨
時

期
の
局
地
的
豪
雨
に
よ
る
災
害
。
さ
ら
に
箱
根
山
の

大
涌
谷
や
口
永
良
部
島
な
ど
の
火
山
性
地
震
、
噴
火

の
多
発
な
ど
、
思
い
も
よ
ら
ぬ
出
来
事
の
多
い
中
、

福
祉
業
界
に
お
い
て
は
、
今
年
度
は
各
事
業
報
酬
減

額
改
定
に
大
き
く
揺
れ
た
ス
タ
ー
ト
で
し
た
。
先
の

消
費
税
８
％
へ
の
増
税
に
経
費
削
減
を
余
儀
な
く
さ

れ
、
円
安
に
よ
る
輸
入
原
料
の
価
格
上
昇
か
ら
各
企

業
の
商
品
値
上
げ
や
、
天
候
不
順
に
よ
る
品
薄
状
況

の
生
鮮
食
料
の
価
格
高
騰
に
苦
慮
し
、
続
く
基
本
報

酬
減
額
に
厳
し
い
運
営
を
強
い
ら
れ
苦
し
む
事
業
所

も
多
く
、
ま
た
、
人
材
確
保
も
儘
な
ら
ず
、
事
業
の

縮
小
や
新
規
開
園
の
延
期
な
ど
影
響
を
引
き
ず
る
事

業
所
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
中
で
財
政
制
度

等
審
議
会
で
の
「
財
政
健
全
化
計
画
等
に
関
す
る
建

議
」
の
と
り
ま
と
め
に
よ
る
と
、
財
政
健
全
化
で
の

歳
出
削
減
に
向
け
、
次
期
介
護
保
険
制
度
改
革
に
お

い
て
、
診
療
報
酬
・
介
護
報
酬
は
全
体
的
に
サ
ー
ビ

ス
単
価
抑
制
に
よ
り
マ
イ
ナ
ス
と
す
る
必
要
が
あ
る

と
し
て
い
ま
す
。
更
な
る
消
費
税
の
引
き
上
げ
も
予

定
さ
れ
て
お
り
、
今
後
、
事
業
者
は
度
重
な
る
厳
し

さ
に
晒
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
一
般
企

業
の
雇
用
拡
大
は
少
子
高
齢
化
に
於
い
て
労
働
人
口

減
少
の
歯
止
め
が
利
か
な
い
状
態
で
は
、
さ
ら
に
福

しらゆり第31号
発刊に寄せて

社会福祉法人しらゆり会
    理 事 長　 国頭　正治

祉
従
事
者
の
人
材
確
保
が
難
し
く
な
り
、
報
酬
減
額

は
費
用
負
担
増
を
含
め
、
事
業
継
続
に
赤
信
号
が
点

滅
す
る
状
態
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。

さ
ら
に
、社
会
保
障
審
議
会
の
報
告
書
を
も
と
に
、

国
会
に
社
会
福
祉
法
改
正
案
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

国
の
聖
域
な
き
改
革
の
渦
の
中
で
、危
機
意
識
が
希

薄
な
社
会
福
祉
法
人
が
取
り
込
ま
れ
て
し
ま
い
ま

し
た
。
す
で
に
、
こ
の
兆
し
は
介
護
保
険
が
導
入
さ

れ
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
を
民
間
に
開
放
し
、
市
場

原
理
を
導
入
し
た
時
点
で
路
線
は
敷
か
れ
て
い
た
と

思
い
ま
す
。
一
部
の
偏
っ
た
考
え
方
に
よ
る
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
の
内
部
留
保
の
件
が
大
き
く
報
道
さ

れ
、
社
会
福
祉
法
人
改
革
に
拍
車
を
か
け
る
結
果
と

な
り
ま
し
た
。
福
祉
の
原
点
が
大
き
く
崩
れ
て
い
く

の
か
、
新
し
い
福
祉
像
を
創
造
で
き
る
か
は
、
今
後

の
社
会
福
祉
に
携
わ
る
我
々
の
大
き
な
課
題
と
な
り

ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
転
換
期
に
当
た
り
、
こ
れ
を

チ
ャ
ン
ス
と
し
て
羽
ば
た
け
る
か
、
時
間
と
の
戦
い

と
な
り
ま
す
。

私
ど
も
も
福
祉
事
業
を
継
続
し
、
新
し
い
時
代
に

即
し
て
い
く
た
め
に
、
し
ら
ゆ
り
会
に
大
き
な
根
と
幹

に
育
て
る
養
分
を
十
分
に
与
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜
り
な
が
ら
皆
様
と
共
に

頑
張
っ
て
歩
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。



3v o l . 31s h i r a y u r i

一.

人
権
の
尊
重

（
利
用
者
の
基
本
的
人
権
の

尊
重
）

二.

良
質
な
サ
ー
ビ
ス
の

 

提
供

（
安
全
・
安
心
・
快
適
な

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
）

三.

信
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に
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）

四.

地
域
福
祉
へ
の
貢
献

（
地
域
の
皆
様
へ
社
会
福
祉

事
業
へ
の
理
解
促
進
及
び

知
識
普
及
）

五.

法
令
遵
守

（
法
令
の
遵
守
に
よ
る
適
切
な

運
営
と
透
明
性
の
確
保
）

法
人
の
基
本
方
針

　

社
会
福
祉
法
人
し
ら
ゆ
り
会
は
、

利
用
者
の
皆
様
へ
、
そ
し
て
地
域

福
祉
充
実
の
た
め
次
の
五
つ
の
目

標
を
掲
げ
、
し
ら
ゆ
り
会
の
施
設

や
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
良
か
っ

た
と
言
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
、

役
職
員
一
丸
と
な
っ
て
利
用
者
の

皆
様
へ
の
サ
ー
ビ
ス
提
供
に
努
め

ま
す
。

一 .

社
会
福
祉
法
人
制
度

	

改
革
へ
の
対
応

　
平
成
26
年
度
に
提
起
さ
れ
た
社
会
福
祉

法
人
制
度
改
革
に
つ
い
て
、今
後
の
関
係

法
令
等
の
改
正
に
伴
い
種
々
の
事
柄
に
つ

い
て
透
明
性
の
確
保
、経
営
組
織
の
改
善
、

地
域
に
お
け
る
公
益
的
な
取
組
み
に
つ
い

て
実
践
し
て
ま
い
り
ま
す
。

二.
虐
待
防
止

　
全
国
各
地
で
利
用
者
の
虐
待
が
報
じ
ら

れ
て
い
る
中
で
、当
法
人
に
お
い
て
は
絶

対
起
こ
さ
な
い
よ
う
一
層
職
員
研
修
等
を

行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

三.

し
ら
ゆ
り
保
育
園
移
転
改
築
事
業

　
平
成
27
年
度
園
舎
改
築
完
成
に
向
け
、

関
係
機
関
と
連
絡
を
密
に
し
着
実
な
事
業

執
行
に
努
め
ま
す
。

四.

福
祉
人
材
確
保

　
景
気
好
転
に
よ
り
福
祉
人
材
の
確
保
が

一
層
困
難
な
状
況
に
あ
る
中
で
、将
来
の

サ
ー
ビ
ス
向
上
・
維
持
の
た
め
人
材
確
保

が
急
務
で
あ
る
た
め
、引
き
続
き
労
働
条

件
の
改
善
等
に
よ
る
魅
力
あ
る
職
場
造
り

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

五.

健
全
な
財
政
運
営

　
介
護
報
酬
等
の
引
き
下
げ
に
よ
り
厳
し

い
運
営
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

将
来
へ
の
継
続
的
維
持
発
展
の
た
め
、一
層

健
全
な
運
営
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

平
成
27
年
度

法
人
の
運
営
方
針

　

社
会
福
祉
法
人
し
ら
ゆ
り
会
は

高
い
公
共
性
と
倫
理
性
を
旨
と
し
、

利
用
者
は
も
と
よ
り
地
域
社
会
に

お
け
る
福
祉
の
充
実
に
貢
献
す
る

た
め
、
役
職
員
一
丸
と
な
っ
て
地

域
に
頼
ら
れ
る
法
人
運
営
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

しらゆり会役員・評議員名簿 平成27年３月８日から２年間の任期で、しらゆり会役員及び
評議員の方々が下記のとおり選任されました。

職 氏　名 現在の職業及び公職

理　事 
評議員

国頭　正治 理事長
泉の園・希望の園・ワークセンター島根施設長

国頭　正久 統括事務局事務局長
夢楽の郷・詔光の里施設長

比良　幸男 松江市議会議員

小林  良二 社会保険労務士

北川　　泉 島根県老人クラブ連合会評議員
（元島根大学学長）

須谷　　留 （元松江市民生児童委員協議会事務局長）

恩田　　要 松江市福祉推進委員（元シンセイ技研㈱代表取締役）

森　　晴美 （元本会施設長）

錦織　　暁 （元栄徳商事㈱常務取締役）

職 氏　名 現在の職業及び公職

評議員

三島　　進 松江市議会議員、㈲三島運輸役員
瀬崎　淳一 ㈲ベリーショップ専務取締役
山本　寿子 松江市社会教育委員
上田　恭己 松江栄養調理製菓専門学校校長
石田　正美 希望の園保護者会会長
花田　範久 山陰中央新報社論説委員
中島　　修 （元社会福祉事業団職員）
金築　　宏 島根銀行審査管理グループ部長
池田 由美子 しらゆり千鳥保育園施設長
竹田　純子 （元本会施設長）平成27年5月22日就任

監　事
廣瀬　芳徳 （前栄徳商事㈱代表取締役）
柳原　知朗 （元松江市職員）

しらゆり会評議員の赤木俊明氏が、平成27年４月18日にご逝去されました。
平成17年より評議員としてしらゆり会運営に多大なる貢献をされました。
また、救護施設泉の園施設長の小谷彰也氏が、平成27年５月４日に急逝されました。
ここにお知らせするとともに、両氏のご冥福を慎んでお祈り申し上げます。

訃報の
お知らせ

重
点
目
標
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  創立49周年記念式典

施設名 職　名 氏　名 採用年月日
しらゆり第３保育園 施設長 藤井　康夫 平成27年4月1日

泉の園 介護職員 谷口　智哉 〃

希望の園 支援員 亀山　玲子 〃

希望の園 支援員 瀬尾　明人 〃

光洋の里 看護師 藤原　　恵 平成27年1月1日

さざなみ 支援員 髙本　恵美 平成27年4月1日

施設名 職　名 氏　名 採用年月日
詔光の里 介護職員 松林　由樹 平成27年4月1日

詔光の里 調理員 日野　涼子 〃

いやしの館 介護職員 吉川　靖晃 〃

しらゆり
保育園

保育士 谷岡　詩織 〃

保育士 田儀　知夏 〃

保育士 福島　真子 〃

保育士 太田美香子 〃

しらゆり
第２保育園

保育士 陶山麻紀子 〃

保育士 都田　智保 〃

保育士 勝部　華奈 〃

保育士 藤野　太一 〃

しらゆり
第３保育園

保育士 岩成亜紗美 〃

保育士 石橋　　周 〃

しらゆり
千鳥保育園

保育士 三代　大樹 〃

保育士 綾野　麻衣 〃

今年度は永年勤続20年に４名、10年に３名の方が受賞されました。心より
お喜び申し上げます。
20年を迎えられる方は海外、10年を迎えられる方は国内の職員特別研修視
察を受けられます。

　本会創立49周年記念式典が、平成27年4
月10日ホテル宍道湖で開催されました。
　当日は、理事、監事を含む役職員約100
名が集い、永年勤続表彰、新規採用職員
紹介等が行われ、記念講演にはキャリアコ
ンサルタント セクシュアルハラスメント、
パワーハラスメント防止コンサルタント 越
野由美子氏をお招きました。
　また、平成27年3月31日付けで退職され
た元しらゆり保育園施設長 竹田純子氏、
元しらゆり第２保育園施設長 安井美恵子
氏への感謝状贈呈も行なわれました。

永年勤続者表彰

年数 施 設 名 職 　 名 氏　名 採用年月日

20
年

しらゆり第２保育園 課　長 恩田　由美 平成7年4月1日
詔光の里 主　任 岩田　洋子 平成4年4月1日

ワークセンター島根 支援員 和田　栄治 平成6年6月1日
ナイス 介護支援専門員 小林　絵里子 平成7年4月1日

10
年

しらゆり第３保育園 課　長 野口　あき子 平成17年4月1日
詔光の里 看護師 森本　千恵 平成16年5月1日

しらゆり千鳥保育園 保育士 角　　優香 平成17年4月1日

■ 新規採用職員

■ 永年勤続表彰者

感
謝
状
贈
呈
記
念
講
演（
越
野
講
師
）

新規採用職員

理事長あいさつ

永年勤続（10年）

永年勤続（20年）
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①
入
札
事
業
名
：
い
や
し
の
館

　
原
子
力
災
害
対
策
施
設
整
備
事
業

（
指
名
競
争
入
札
）

１
．入
札
場
所
：
松
江
市
山
代
町

　

９
３
４–

５ 

詔
光
の
里 

研
修
室

２
．入
札
年
月
日
：
平
成
26
年
９
月
25
日

３
．入
札
参
加
者
：
㈱
中
電
工 

島
根

統
括
支
社
・
シ
ン
セ
イ
技
研
㈱
・
島

根
電
工
㈱
松
江
営
業
所
・
山
陰
ク

ボ
タ
水
道
用
材
㈱
・
ア
ク
ア
シ
ス
テ

ム
㈱
・
㈱
太
陽
水
道
工
事
・
山
陰

温
調
工
業
㈱
・
カ
ナ
ツ
技
建
工
業
㈱

４
．入
札
結
果
：

落
札
業
者　

シ
ン
セ
イ
技
研
㈱

落
札
額 
１
２
２
、９
０
４
、０
０
０
円

（
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
込
み
）

５
．契
約
年
月
日
：
平
成
26
年
９
月
29
日

②
入
札
事
業
名
：
光
洋
の
里

　
放
射
線
防
護
対
策
工
事（
指
名
競
争
入
札
）

１
．入
札
場
所
：
境
港
市
渡
町

　

２
４
８
０　

光
洋
の
里　

会
議
室

２
．入
札
年
月
日
：
平
成
26
年
11
月
４
日

３
．入
札
参
加
者
：
美
保
テ
ク
ノ
ス
㈱
・

㈱
平
田
組・大
松
建
設
㈱・㈲
松
本
組・

㈱
金
田
工
務
店
・
㈱
岩
崎
組
・
㈱
リ

ン
ク
ス・
㈱
フ
ィ
デ
ィ
ア
・
境
港
土
建
㈱
・

㈱
竹
田
工
務
店
・
㈱
大
脇
組

４
．
入
札
結
果
：

落
札
業
者　

美
保
テ
ク
ノ
ス
㈱

落
札
額 

１
３
９
、３
２
０
、０
０
０
円

（
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
込
み
）

　

平
成
26
年
度
も
多
く
の
方
々
か
ら

善
意
の
御
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

５
．契
約
年
月
日
：
平
成
26
年
11
月
10
日

③
入
札
事
業
名
：
泉
の
園

　
非
常
用
発
電
機
更
新
工
事（
指
名
競
争
入
札
）

１
．入
札
場
所
：
松
江
市
山
代
町

　

９
３
４–

５ 

詔
光
の
里 

研
修
室

２
．入
札
年
月
日
：
平
成
27
年
６
月
17
日

３
．入
札
参
加
者
：
島
根
電
工
㈱
・

三
和
電
工
㈱
・
サ
ン
ベ
電
気
㈱
・

㈱
日
新
電
工
・
一
畑
住
設
備
㈱

４
．入
札
結
果
：

　

落
札
業
者　

㈱
日
新
電
工

　

落
札
額　

４
、５
３
６
、０
０
０
円

（
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
込
み
）

５
．契
約
年
月
日
：
平
成
27
年
６
月
18
日

④
入
札
事
業
名
：
詔
光
の
里

　
非
常
用
照
明
取
替
工
事（
指
名
競
争
入
札
）

１
．入
札
場
所
：
松
江
市
山
代
町

　

９
３
４–

５ 

詔
光
の
里 

研
修
室

２
．入
札
年
月
日
：
平
成
27
年
６
月
17
日

３
．入
札
参
加
者
：
島
根
電
工
㈱
・

三
和
電
工
㈱
・
サ
ン
ベ
電
気
㈱
・

㈱
日
新
電
工
・
一
畑
住
設
備
㈱

４
．入
札
結
果
：

　

落
札
業
者　

島
根
電
工
㈱

　

落
札
額　

３
、１
１
０
、４
０
０
円

（
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
込
み
）

５
．契
約
年
月
日
：
平
成
27
年
６
月
18
日

⑤
入
札
事
業
名
：
夢
楽
の
郷
　
新
館
居

室
エ
ア
コ
ン
更
新
工
事（
指
名
競
争
入
札
）

１
．入
札
場
所
：
松
江
市
山
代
町

　

９
３
４–
５ 

詔
光
の
里 

研
修
室

２
．入
札
年
月
日
：
平
成
27
年
６
月
17
日

３
．入
札
参
加
者
：
島
根
電
工
㈱
・

シ
ン
セ
イ
技
研
㈱
・
山
陰
ク
ボ
タ

水
道
用
材
㈱
・
新
和
設
備
工
業
㈱
・

山
陰
酸
素
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
㈱

４
．入
札
結
果
：

　

落
札
業
者　

シ
ン
セ
イ
技
研
㈱

　

落
札
額　

５
、１
８
４
、４
０
０
円

（
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
込
み
）

５
．契
約
年
月
日
：
平
成
27
年
６
月
18
日

⑥
入
札
事
業
名
：
希
望
の
園  

ロ
ー
ル

　
ア
イ
ロ
ナ
ー
更
新
事
業（
指
名
競
争
入
札
）

１
．入
札
場
所
：
松
江
市
山
代
町

　

９
３
４–

５ 

詔
光
の
里 

研
修
室

２
．入
札
年
月
日
：
平
成
27
年
６
月
17
日

３
．入
札
参
加
者
：
ワ
タ
キ
ュ
ー
セ

イ
モ
ア
㈱
中
国
支
店
米
子
営
業

所
・
㈲
秀
明
堂
本
店

４
．入
札
結
果
：

　

落
札
業
者　

㈲
秀
明
堂
本
店

　

落
札
額　
２
３
、６
５
２
、０
０
０
円

（
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
込
み
）

５
．契
約
年
月
日
：
平
成
27
年
６
月
18
日

平
成
26
年
度　
　
　

寄
付
・
寄
贈

（掲載対象期間  平成 26 年４月１日〜平成 27 年３月 31日）

寄 付 者（敬称略） 施 設 寄付物品

森　義郎 光洋の里 寄 付 金

希望の園保護者会 希望の園 寄 付 物 品

境港歌吉愛好会 光洋の里 寄 付 金

しらゆり千鳥保育園保護者会 しらゆり千鳥保育園 寄 付 物 品

しらゆり第２保育園保護者会 しらゆり第２保育園 寄 付 物 品

しらゆり第３保育園保護者会 しらゆり第３保育園 寄 付 物 品

しらゆり保育園保護者会 しらゆり保育園 寄 付 物 品

西尾清春 泉の園 寄 付 物 品

　

苦
情
受
付
総
数
22
件
の
う
ち
15
件
が
職
員

に
関
す
る
苦
情
で
し
た
。
具
体
的
な
内
容
と

し
て
は
、
直
接
処
遇
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
中

で
利
用
者
と
の
意
思
疎
通
が
不
十
分
だ
っ
た

場
面
、
ま
た
、
公
用
車
の
駐
車
方
法
が
不
適

切
だ
っ
た
場
面
が
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。
そ

の
他
は
、
利
用
者
に
関
す
る
苦
情
が
３
件
、

制
度
を
含
め
た
サ
ー
ビ
ス
内
容
に
関
す
る
苦

情
等
が
４
件
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
へ
の
対
応
と
し
て
は
、
す
ぐ
に
改

善
で
き
る
こ
と
は
改
善
し
、
そ
の
他
に
つ
い

て
も
一
つ
ひ
と
つ
丁
寧
に
話
を
伺
っ
た
う
え

で
解
決
し
て
参
り
ま
し
た
。

　

今
後
の
対
応
と
し
て
は
、
苦
情
の
申
し
出

に
対
し
て
丁
寧
に
お
話
を
伺
い
、
利
用
者
の

抱
く
疑
問
や
不
安
を
早
い
段
階
で
把
握
し
、

サ
ー
ビ
ス
の
改
善
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。

最
近
の 

入
札
結
果

苦
情
の
状
況
（
平
成
26
年
度
）

平
成
26
年
９
月
以
降
の
大
規
模
工
事
に

か
か
る
入
札
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。
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そ
の
ほ
か
、
昨
年
度
、
生
活
、
日
課

な
ど
の
各
分
野
に
て
努
力
さ
れ
た
利

用
者
の
方
の
表
彰
と
、
長
寿
の
方
の

お
祝
い
も
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
開
催
に
あ
た
り
、
各
方
面
よ

り
多
数
の
祝
詞
並
び
に
お
祝
い
を
頂

き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
皆

様
に
祝
福
さ
れ
、
ま
た
激
励
さ
れ
今

後
更
に
10
年
後
の
節
目
へ
と
切
磋
琢

磨
し
、
地
域
に
根
ざ
し
た
施
設
と
な

る
よ
う
努
力
を
し
て
い
く
所
存
で
あ

り
ま
す
。
今
後
も
、
皆
様
方
の
暖
か

い
ご
支
援
と
ご
協
力
を
お
願
い
致
し

ま
す
。

　

「
救
護
施
設
泉
の
園
」
は
、
島
根

県
の
救
護
施
設
第
１
号
と
し
て
開
所

以
来
、
皆
さ
ま
に
支
え
ら
れ
40
周
年

を
迎
え
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
こ

れ
を
記
念
し
て
平
成
27
年
4
月
15
日

㈫
に
矢
田
町
体
育
館
に
て
、
比
良
、

三
島
両
市
議
会
議
員
様
を
は
じ
め
と

し
て
、
行
政
関
係
、
地
域
の
方
々
な

ど
多
数
の
来
賓
の
方
を
お
迎
え
し
、

記
念
式
典
が
盛
大
に
行
な
わ
れ
ま
し

た
。

　

記
念
式
典
で
は
、
長
年
に
わ
た
り

泉
の
園
に
ひ
と
か
た
な
ら
ぬ
ご
協
力

を
頂
き
ま
し
た
４
団
体
の
方
々
に
感

謝
状
を
贈
呈
し
感
謝
の
意
を
表
し
ま

し
た
。

　

ま
た
、

泉
の
園
を

退
所
さ
れ

社
会
自
立

さ
れ
た
2

名
の
方
に

社
会
自
立

賞
を
贈
呈

し
そ
の
努

力
を
称
え

ま
し
た
。

「
物
事
は
す
べ
て
段
取
り
で
決

ま
る
」
行
事
の
あ
る
ご
と
の
口

癖
が
こ
の
言
葉
で
し
た
。
何
事

も
段
取
り
が
き
ち
ん
と
し
て
い

な
け
れ
ば
、
う
ま
く
は
い
か
な

い
。
そ
の
言
葉
通
り
い
つ
も
何

歩
も
先
を
見
て
、
日
々
業
務
を

こ
な
さ
れ
る
姿
は
今
も
瞼
の
裏

に
残
っ
て
い
ま
す
。

時
に
は
厳
し
く
、
時
に
は
や

さ
し
く
、
利
用
者
や
職
員
に
接

し
ら
れ
、
そ
の
姿
は
深
い
愛
情

を
感
じ
る
と
共
に
、
安
心
感
を

与
え
て
下
さ
い
ま
し
た
。
私
達

職
員
が
業
務
を
す
る
中
で
心
の

支
え
と
な
り
、
日
々
の
利
用
者

支
援
、
園
の
行
事
を
安
心
し
て

行
な
え
る
事
が
出
来
た
の
は
、

小
谷
施
設
長
の
お
陰
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
。

園
の
外
に
目
を
向
け
る
と
、

地
区
の
皆
様
や
、
行
政
の
方
、

中
国
四
国
地
区
救
護
施
設
協
議

会
会
長
と
し
て
、
中
国
四
国
地

区
の
施
設
長
様
だ
け
で
な
く
、

全
国
理
事
の
方
と
も
交
流
を
深

め
ら
れ
、
泉
の
園
や
救
護
施
設

の
発
展
に
熱
い
思
い
を
注
い
で

来
ら
れ
ま
し
た
。

残
さ
れ
た
私
達
職
員
は
、
泉

の
園
や
救
護
施
設
に
掛
け
る
小

谷
施
設
長
の
思
い
を
汲
み
取
り
、

救
護
施
設
の
大
き
な
役
割
で
あ

る
生
活
困
窮
者
の
方
の
最
後
の

砦
と
し
て
の
努
め
を
、
職
員
一

丸
と
な
り
受
け
継
い
で
い
か
な

く
て
は
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
そ
し
て
、安
心
、安
全
に
、

利
用
者
の
方
お
ひ
と
り
お
ひ
と

り
の
自
立
を
支
援
し
て
い
く
こ

と
が
恩
返
し
だ
と
思
っ
て
い
ま

す
。

小
谷
施
設
長
を
偲
ん
で

泉
の
園   

開
園
40
周
年
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な
ど
、
な
か

な
か
外
で
食

べ
る
機
会
が

少
な
い
方
々

な
の
で
皆
さ

ん
美
味
し
い

と
言
い
な
が

ら
喜
ん
で
食

べ
て
お
ら
れ

ま
し
た
。

　
食
事
の
後
は
、
水
木
し
げ
る
ロ
ー

ド
へ
行
き
、
妖
怪
の
ブ
ロ
ン
ズ
像
の

前
で
写
真
を
撮
っ
た
り
、
お
土
産
を

買
っ
た
り
、
喫
茶
店
で
の
ん
び
り
話

を
し
た
り
と
、
そ
れ
ぞ
れ
、
思
い
思

い
の
時
間
を
楽
し
み
ま
し
た
。
歩
い

て
、
暑
く
な
っ
た
の
か
皆
さ
ん
ア
イ

ス
ク
リ
ー
ム
売
り
場
の
前
で
行
列
を

作
っ
て
い
ま
し
た
。
さ
ぞ
、
美
味
し

く
食
べ
ら
れ
た
事
で
し
ょ
う
。
そ
し

て
、
目
当
て
の
買
い
物
を
し
て
帰
路

に
つ
き
ま
し
た
。

　

近
年
利
用
者
の
方
も
高
齢
に
な
ら

れ
、
遠
足
に
行
く
方
も
少
な
く
な
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
遠
方
へ
出
か
け

る
事
が
少
な
い
の
で
、
毎
年
の
遠
足

を
楽
し
み
に
し
て
お
ら
れ
ま
す
。
皆

さ
ん
が
少
し
で
も
外
気
に
触
れ
、
心

穏
や
か
に
過
ご
し
て
頂
け
る
よ
う
、

今
後
も
続
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

１
班
の
美
保
基
地
見
学
で
は
、
初
め

に
資
料
館
で
基
地
の
案
内
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を

観
て
質
疑
応
答
が
あ
り
、
利
用
者
の
方

よ
り
色
々
質
問
が
出
ま
し
た
。
そ
の
後

資
料
館
の
中
を
見
学
し
た
り
、
屋
外
に

展
示
し
て
あ
る
飛
行
機
な
ど
を
見
た
り

し
、
戦
闘
機
の
前
で
全
員
揃
っ
て
記
念

撮
影
を
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
バ
ス
に

乗
り
、
滑
走
路
近
く
ま
で
移
動
し
、
駐

機
場
に
停
ま
っ
て
い
る
輸
送
機
を
見
な

が
ら
基
地
の
方
よ
り
説
明
を
受
け
ま
し

た
。
残
念
な
が
ら
飛
行
機
が
飛
ぶ
と
こ

ろ
は
見
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
バ
ス

の
中
か
ら
大
型
の
輸
送
機
を
真
近
に
見

る
事
が
出
来
大
変
喜
ば
れ
ま
し
た
。
そ

の
後
輸
送
機
を
見
な
が
ら
食
事
会
場
の

「
な
か
う
ら
」
へ
進
ん

で
行
き
ま
し
た
。

　

食
事
会
場
の
「
な
か

う
ら
」で
は
２
班
と
合

流
し
、共
に
う
な
ぎ
定

食
を
楽
し
み
ま
し
た
。

「
う
な
ぎ
が
柔
ら
か
か
っ

た
」「
お
い
し
い
味
付

け
だ
っ
た
」「
茶
碗
蒸

し
が
美
味
し
か
っ
た
」

　

去
る
５
月
28
日
㈭
泉
の
園
の
遠
足
が

あ
り
ま
し
た
。
２
班
に
分
か
れ
、
大
型

バ
ス
２
台
と
公
用
車
２
台
で
境
港
方
面

へ
行
き
ま
し
た
。
当
日
は
、
晴
れ
て
い

ま
し
た
が
気
温
は
涼
し
い
く
ら
い
で
、

利
用
者
の
方
に
と
っ
て
は
良
い
遠
足
日

和
と
な
り
ま
し
た
。

　

利
用
者
の
方
の
体
調
に
よ
り
、
１
班

２
班
に
分
か
れ
て
班
編
成
さ
れ
、
１
班

は
、
施
設
見
学
と
し
て
航
空
自
衛
隊
美

保
基
地
、
大
漁
市
場
「
な
か
う
ら
」
で

の
昼
食
、
水
木
し
げ
る
ロ
ー
ド
の
散
策

の
行
程
、２
班
の
方
は
、ゆ
と
り
を
持
っ

て
時
間
を
遅
ら
せ
て
出
発
し
、
昼
食
会

場
で
１
班
と
合
流
し
そ
の
後
一
緒
に
行

動
し
ま
し
た
。

・・・　救護施設　泉の園　・・・

遠
足 

～
境
港
周
遊
へ
～

全員集合！

おいしい!!
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先
日
、
一
泊
旅
行
と
日
帰
り
旅

行
を
実
施
し
ま
し
た
。
今
ま
で
と

は
違
っ
た
少
人
数
で
の
行
動
で
し

た
が
、
参
加
し
た
人
そ
れ
ぞ
れ

「
良
か
っ
た
。」「
楽
し
か
っ
た
。」

と
言
っ
て
い
た
だ
け
ま
し
た
。
今

年
度
す
べ
て
実
施
し
た
う
え
で
総

括
を
行
い
、
来
年
度
以
降
も
続
け

て
い
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

ま
し
た
。

　

そ
れ
ら
の
情
報
を
も
と
に
希
望

の
園
で
検
討
し
、
出
し
た
結
論

は
「
一
泊
旅
行
の
復
活
」
で
し

た
。
確
か
に
リ
ス
ク
は
多
い
け
れ

ど
、
利
用
者
の
ニ
ー
ズ
は
尊
重
し

て
い
き
た
い
。
魅
力
あ
る
事
業
所

と
し
「
選
ば
れ
る
事
業
所
」
に
し

た
い
と
い
う
思
い
か
ら
の
結
論
で

し
た
。

　

実
施
す
る
に
当
た
り
で
き
る
だ

け
リ
ス
ク
を
取
り
除
き
た
い
と
い

う
こ
と
で
、

◦
実
際
に
参
加
す
る
こ
と
を
前
提

に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
取
り
「
日
帰

り
」、「
一
泊
旅
行
」
に
分
け
る
。

◦
時
期
は
各
事
業
の
都
合
に
実
施

す
る
。

と
い
う
よ

う
に
小
グ

ル
ー
プ
化

と
し
、
平

成
27
年
度

は
表
２
の

よ
う
に
３

グ
ル
ー
プ

で
実
施
す

る
と
い
う

こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

形
で
利
用
者
の
皆
さ
ん
の
要
望
に

お
応
え
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
一
泊
旅
行
の
思
い
入

れ
は
利
用
者
に
根
強
く
あ
り
、
個

別
支
援
計
画
の
聞
き
取
り
や
、
利

用
者
の
集
会
時
に
要
望
と
し
て
あ

が
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
昨
年

度
、
利
用
者
全

員
に
一
泊
旅
行

に
対
す
る
意
識

調
査
を
行
っ
た

と
こ
ろ
表
１
の

結
果
と
な
り
、

約
２
／
３
の
人

達
が
一
泊
旅
行

を
望
ん
で
お
ら

れ
る
こ
と
が
わ

か
り
ま
し
た
。

　

同
時
に
松
江
市
他
の
事
業
所
か

ら
も
聞
き
取
り
を
し
、
実
態
調
査

も
行
い
ま
し
た
。
確
か
に
一
泊
旅

行
を
実
施
し
て
い
る
事
業
所
は
少

な
く
、
日
帰
り
遠
足
や
実
施
し
て

い
な
い
と
こ
ろ
が
多
か
っ
た
で

す
。
考
え
方
も
様
々
で
実
施
す
る

理
由
、
実
施
し
な
い
理
由
も
伺
い

　

平
成
22
年
度
の
東
京
旅
行
を
最

後
に
一
泊
旅
行
は
中
止
に
な
り
ま

し
た
。
大
き
な
要
因
と
し
て
知
的

障
が
い
者
支
援
施
設
か
ら
①
生
活

介
護
支
援
事
業
②
就
労
継
続
Ｂ
型

支
援
事
業
③
就
労
移
行
支
援
事
業

へ
体
系
が
大
き
く
変
わ
っ
て
い
く

と
い
う
こ
と
か
ら
で
し
た
。

そ
の
た
め
に

１
．事
業
が
３
つ
に
分
か
れ
た
た

め
、
職
員
が
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業

に
分
断
さ
れ
、
職
員
の
ま
と

ま
っ
た
動
き
が
取
り
に
く
く

な
る
。

２
．就
労
系
は
工
賃
向
上
や
他
の

事
業
所
に
施
設
外
実
習
と
し

て
受
け
入
れ
て
も
ら
う
た
め
、

２
日
間
連
続
し
て
作
業
を
中

止
す
る
こ
と
は
難
し
い
。

３
．生
活
介
護
系
は
障
が
い
の
重

度
化
・
高
齢
化
に
伴
い
マ
ン

ツ
ー
マ
ン
の
支
援
が
必
要
と

な
っ
て
く
る
。

等
の
問
題
が
発
生
す
る
と
い
う
こ

と
で
、
23
年
度
か
ら
は
一
泊
旅
行

で
は
な
く
、
日
帰
り
遠
足
と
い
う

・・・　障がい者支援施設　希望の園　・・・

一
泊
旅
行
を
復
活
し
ま
し
た

日帰り
遠足

一泊
（近く）

一泊
（遠く） 回答なし

28名 21名 25名 ９名

〈表1〉	 平成27年2月実施

〈表2〉	
時 期 人 数

一泊旅行（生活介護） 5/27～5/28 17名

日帰り遠足（共通） 6/10 36名

一泊旅行（就労系） 2/17～2/18 11名

皆生温泉旅館「つるや」にて
～夕食風景～

島根ワイナリー駐車場にて ～「ハイ！チーズ！！」～
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仲
の
良
い
利
用
者
さ
ん
同
士
で

会
話
を
さ
れ
る
方
、
全
く
話
し
た

こ
と
が
な
い
利
用
者
さ
ん
と
会
話

を
さ
れ
る
方
、
一
生
懸
命
に
食
べ

ら
れ
る
方
、
み
な
さ
ん
時
間
を
忘

れ
て
楽
し
み
ま
し
た
。

　

利
用
者
さ
ん
か
ら
「
と
て
も
楽

し
か
っ
た
」「
来
年
も
し
た
い
」「
お

腹
が
い
っ
ぱ
い
に
な
っ
た
」
な
ど

の
声
を
聞
く
こ
と
が
で
き
て
、
と

て
も
有
意
義
な
時
間
が
過
ご
せ
ま

し
た
。

は
新
た
な
メ
ン
バ
ー
が
加
わ
り
こ

れ
ま
で
以
上
に
盛
り
上
が
り
ま
し

た
。
１
ゲ
ー
ム
目
は
不
調
で
も
２

ゲ
ー
ム
目
に
は
倍
以
上
の
ス
コ
ア

を
出
す
と
い
う
ミ
ラ
ク
ル
を
起
こ

す
利
用
者
さ
ん
や
終
始
安
定
し
た

ス
コ
ア
を
出
す
利
用
者
さ
ん
も
お

ら
れ
、
今
年
度
も
好
成
績
を
収
め

る
こ
と
が
出
来
た
利
用
者
さ
ん
も

お
ら
れ
、
賞
状
を
も
ら
う
こ
と
も

出
来
ま
し
た
。

　

利
用
者
さ
ん
の
中
に
は
、

「
５
回
連
続
で
ス
ト
ラ
イ
ク
が
出

た
。」

「
な
か
な
か
調
子
が
出
な
か
っ
た

け
ど
後
半
頑
張
っ
た
」

「
９
本
だ
け
倒
れ
る
こ
と
が
多
く
、

９
本
と
10
本
の
差
は
大
き
い
」

と
一
喜
一
憂
さ
れ
る
声
が
あ
り
、

み
な
さ
ん
楽
し
み
な
が
ら
頑
張
り

ま
し
た
。

　

平
成
26
年
９
月
８
日
㈪
ニ
ュ
ー

ア
ー
バ
ン
ホ
テ
ル
の
屋
上
で
行
い

ま
し
た
。

　

ホ
テ
ル
の
送
迎
用
バ
ス
に
乗
っ

て
行
き
ま
し
た
。
到
着
す
る
と
す

ぐ
に
食
事
を
さ
れ
る
方
が
ほ
と
ん

ど
で
、
み
な
さ
ん
待
ち
遠
し
か
っ

た
よ
う
で
す
。

　

平
成
27
年
５
月
31
日
㈰
第
16
回

障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
に
参
加

し
ま
し
た
。
去
年
は
開
催
地
が
出

雲
市
の
た
め
に
参
加
で
き
な
か
っ

た
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
が
、
今
年
は

し
ん
じ
湖
ボ
ウ
ル
で
行
わ
れ
る
た

め
参
加
す
る
事
が
出
来
ま
し
た
。

　

前
回
に
比
べ
て
参
加
人
数
は
少

な
く
な
り
ま
し
た
が
、
今
回
か
ら

・・・　共同生活援助事業　互助の館　・・・

ビ
ア
ガ
ー
デ
ン
で
楽
し
み
ま
し
た
。

ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
に

参
加
し
ま
し
た
。

〈
成
績
〉

◦
個
人
戦

　

少
年
男
子　

第
２
位　

１
名

◦
個
人
戦

　

青
年
男
子　

第
３
位　

１
名　

楽しいです！

ビールがおいしいです！

頑
張
り
ま
し
た
！
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ら
、
利
用
者
の
方
に
違
う
薬
を
渡

し
そ
う
に
な
っ
た
た
め
、
薬
の
ラ

ベ
ル
に
利
用
者
の
名
前
を
書
く
よ

う
に
し
た
等
の
実
際
に
起
こ
っ
た

問
題
と
そ
の
改
善
方
法
に
つ
い
て

話
を
聞
く
こ
と
が
で
き
、
自
分
の

職
場
で
は
ど
う
だ
っ
た
か
と
考
え

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
こ
の
一

年
間
で
様
々
な
経
験
を
積
ま
せ
て

い
た
だ
き
、
経
験
不
足
、
知
識
不

足
を
多
少
な
り
と
も
補
い
、
入
社

当
初
に
比
べ
抱
い
て
い
た
不
安
も

減
っ
て
き
た
と
感
じ
て
お
り
ま

す
。
今
後
も
多
く
の
問
題
に
直
面

し
て
い
く
だ
ろ
う
と
は
思
い
ま
す

が
、
日
々
精
進
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

坂
根　

克
則

ま
し
た
。

　

指
導
し
て
頂
い
て
い
る
先
輩
方

に
も
利
用
者
の
方
々
へ
の
対
応
の

仕
方
に
つ
い
て
の
質
問
、
機
械
の

ト
ラ
ブ
ル
に
対
す
る
対
処
法
や
製

品
管
理
の
仕
方
な
ど
の
機
械
・
生

産
に
関
す
る
質
問
に
対
し
て
、
熱

心
に
教
え
て
頂
き
、「
質
問
を
し

て
よ
か
っ
た
。」
と
、
強
く
感
じ

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
一
年
経
っ

た
今
で
も
、
自
分
が
感
じ
た
疑
問

に
対
し
て
、
考
え
込
ま
な
い
で
質

問
す
る
こ
と
を
心
掛
け
て
お
り
ま

す
。

　

そ
の
他
に
も
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ

研
修
等
の
研
修
に
も
参
加
さ
せ
て

い
た
だ
き
、
福
祉
業
務
に
従
事
す

る
上
で
の
心
構
え
や
気
を
付
け
る

べ
き
点
等
を
学
び
ま
し
た
。
ま
た

研
修
に
参
加
さ
れ
て
い
る
方
々
か

　

し
か
し
こ
の
一
年
間
、
利
用
者

の
方
々
と
共
に
働
き
、
話
を
す
る

機
会
も
増
え
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
取
り
方
に
つ
い
て
多
く

の
経
験
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
と

感
じ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
利
用

者
の
方
か
ら
話
し
か
け
て
頂
い
た

事
や
、
あ
り
が
と
う
の
言
葉
を
掛

け
て
頂
い
た
事
な
ど
が
仕
事
へ
の

や
る
気
に
繋
が
り
、
励
み
と
な
り

　

私
が
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
島
根
に

入
社
し
て
、
早
く
も
１
年
が
経
ち

ま
し
た
。
入
社
当
初
は
、
初
め
て

の
就
職
、
ま
た
私
自
身
、
技
術
者

と
し
て
入
社
し
た
た
め
、
障
が
い

者
の
方
々
へ
の
対
応
の
仕
方
に
つ

い
て
知
識
が
不
足
し
て
い
る
こ
と

も
あ
り
、
経
験
不
足
、
知
識
不
足

を
不
安
に
思
い
な
が
ら
仕
事
に
努

め
て
い
ま
し
た
。

・・・　就労継続支援Ａ型事業　ワークセンター島根　・・・

１
年
を
振
り
返
っ
て

製
品
を
検
品
中

運転を練習中
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行
動
が
と
れ
た
と
思
い
ま
す
。
一

番
時
間
が
か
か
っ
た
の
は
、
や
は

り
陽
圧
装
置
の
起
動
と
放
射
能
除

去
装
置
の
作
動
訓
練
で
し
た
。
放

射
能
か
ら
身
を
守
る
た
め
、
完
全

防
備
で
向
か
う
た
め
、
暑
い
機
械

室
の
中
で
悪
戦
苦
闘
し
た
よ
う
で

す
。
今
後
も
何
度
と
な
く
訓
練
を

行
い
、
よ
り
迅
速
で
安
全
な
行
動

が
と
れ
る
よ
う
に
し
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

防
御
で
き
る
よ
う
な
設
備
を
、
10

割
の
補
助
金
で
造
っ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
言
わ
ば
、
放
射
能
か
ら

身
を
守
る
「
シ
ェ
ル
タ
ー
」
が
出

来
た
わ
け
で
す
。

　

先
日
、
こ
の
設
備
の
起
動
訓
練

と
合
わ
せ
て
、
利
用
者
の
皆
さ
ん

の
「
シ
ェ
ル
タ
ー
」
へ
の
移
動
訓

練
・
物
品
搬
入
訓
練
を
行
い
ま
し

た
。
予
め
策
定
さ
れ
て
い
た
マ

ニ
ュ
ア
ル
に
添
っ
て
、
職
員
そ
れ

ぞ
れ
が
役
割
分
担
通
り
、
迅
速
な

う
簡
単
な
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
70
名
の
利
用
者
と
職
員
が
安

全
な
場
所
に
移
動
で
き
る
ま
で
に

は
、様
々
な
準
備
が
必
要
に
な
り
、

そ
れ
に
伴
う
時
間
の
余
裕
も
要
り

ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
背
景
が
あ
り
、
今

年
３
月
に
施
設
の
一
部
分
（
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
と
リ
ハ
ビ
リ
室
の
フ
ロ

ア
約
５
０
０
㎡
）
に
放
射
能
か
ら

　

原
子
力
発
電
が
未
来
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
と
し
て
脚
光
を
浴
び
、
私
た

ち
の
前
に
登
場
し
て
か
ら
す
で
に

半
世
紀
以
上
の
年
月
が
経
ち
ま
し

た
。
あ
の
日
、
２
０
１
１
年
３
月

11
日
の
あ
の
大
災
害
が
な
け
れ

ば
、
増
え
続
け
る
電
力
消
費
に
応

え
、
安
全
神
話
に
そ
れ
ほ
ど
の
疑

問
を
感
じ
る
こ
と
も
な
か
っ
た
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
あ
の

日
を
目
撃
し
て
し
ま
っ
た
私
た
ち

は
、
原
子
力
の
真
の
恐
ろ
し
さ
に

身
震
い
し
、
こ
の
ま
ま
で
は
安
全

な
未
来
な
ど
手
に
入
れ
る
こ
と
は

で
き
な
い
と
知
り
ま
し
た
。

　

原
発
か
ら
20
㎞
圏
内
に
位
置
す

る
「
光
洋
の
里
」
も
、
も
し
島
根

原
発
で
重
大
な
事
故
が
発
生
し
、

放
射
能
が
漏
れ
出
た
と
い
う
よ
う

な
こ
と
が
あ
れ
ば
、
所
謂
、
Ｕ
Ｐ

Ｚ
圏
内
と
し
て
避
難
区
域
に
指
定

さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
障
害
支
援

区
分
６
（
最
重
度
）
と
認
定
さ
れ

た
障
害
者
の
方
が
、
施
設
定
員
の

75
％
を
超
え
る
「
光
洋
の
里
」
に

と
っ
て
は
、
避
難
と
言
っ
て
も
そ

・・・　障がい者支援施設　光洋の里　・・・

島
根
原
発
放
射
能
漏
出
事
故
に
備
え
て

　

― 

避
難
訓
練
風
景 

―

籠城に備えての非常食の搬入 玄関での放射能除去装置の作動訓練

全員シェルターに移動し点呼 機械室内部（陽圧装置の起動訓練）

設
備
全
景
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仕
事
を
終
え
、
帰
路
に
向
か

い
走
る
車
の
中
で
、
そ
の
日

会
っ
て
話
を
し
た
利
用
者
さ
ん

や
ご
家
族
の
顔
や
声
を
思
い
出

し
ま
す
。

　

自
分
た
ち
が
話
し
た
内
容

が
、
本
人
や
そ
の
ご
家
族
に

と
っ
て
喜
ん
で
も
ら
え
る
も
の

だ
っ
た
の
か
、
自
分
た
ち
が
立

て
た
「
サ
ー
ビ
ス
等
利
用
計
画

書
」
が
真
に
役
に
立
つ
の
だ
ろ

う
か
…

　

正
解
や
答
え
が
出
に
く
い
こ

の
仕
事
で
、
敵
は
「
妥
協
」
の

２
文
字
。
そ
し
て
最
大
の
敵
は

自
分
か
も
。

　

ス
キ
ル
の
向
上
を
求
め
、
戦

い
の
日
々
は
更
に
続
く
…

行
い
、
当
日
に
備
え
ま
す
。

　

当
日
は
、
衛
生
面
に
十
分
配

慮
し
、
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
に
ど

ん
な
お
菓
子
を
作
る
の
か
、
だ

れ
が
ど
の
工
程
に
係
わ
る
の
か

な
ど
を
掲
示
し
、
お
菓
子
作
り

が
始
ま
り
ま
す
。

　

普
段
、
創
作
活
動
や
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
へ
の
参
加
の

な
い
方
で
も
、
こ
の
日
は
興

味
津
々
。「
や
っ
て
み
た
い
け

ど
、
い
い
の
？
」
と
積
極
果
敢

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
。
計
量
や
か
く

は
ん
を
す
る
人
、
焼
く
係
の
人

な
ど
、
怪
我
の
な
い
よ
う
に
努

め
、
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
、
フ

ロ
ア
ー
に
甘
い
香
り
が
漂
い
だ

す
と
、
緊
張
感
が
ほ
ぐ
れ
笑
顔

に
変
身
。
で
き
あ
が
り
の
合
図

と
な
り
ま
す
。

　

福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る

全
て
の
方
に
「
サ
ー
ビ
ス
等
利

用
計
画
書
」
が
必
要
と
な
り
ま

し
た
。
平
成
27
年
３
月
31
日
迄

に
作
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

な
ん
て
…
さ
あ
大
変
! !

　
本
人
・
家
族
と
向
き
合
い
、

福
祉
制
度
の
中
で
格
闘
し
、
い

ろ
ん
な
関
係
機
関
に
助
け
を
求

め
、
な
ん
だ
か
訳
の
わ
か
ら
ぬ

状
態
の
中
、「
ね
く
す
と
」
が

発
足
し
て
約
１
年
、
こ
れ
か
ら

福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た
い

人
、
既
に
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
利

用
し
て
い
る
人
全
員
の
「
サ
ー

ビ
ス
等
利
用
計
画
書
」
の
作
成

を
終
え
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

が
し
か
し
! !

　

ほ
っ
と
一
安
心
す
る
暇
も
な

く
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
だ
、
新
規

の
相
談
依
頼
だ
と
め
ま
ぐ
る
し

く
日
々
は
過
ぎ
、
己
に
向
か
っ

て
「
落
ち
着
け
、
落
ち
着
け
」

と
繰
り
返
す
毎
日
。

　
「
さ
ざ
な
み
」
で
は
、
月
に

一
度
利
用
者
さ
ん
と
一
緒
に
お

菓
子
作
り
を
し
て
い
ま
す
。

　

季
節
を
身
体
い
っ
ぱ
い
に
肌

で
感
じ
て
も
ら
い
、
自
分
で
作

る
喜
び
や
達
成
感
な
ど
も
味

わ
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
の
思

い
か
ら
、
事
前
に
担
当
職
員
が

レ
シ
ピ
を
つ
く
り
、
そ
れ
を
普

通
食
、
刻
み
食
、
と
ろ
み
食
な

ど
、
そ
れ
ぞ
れ
に
ア
レ
ン
ジ
し

創
意
工
夫
を
行
い
、
食
べ
や
す

さ
を
追
求
し

た
試
作
か
ら

始
ま
り
、
安

全
面
も
配
慮

し
た
上
で
の

意
見
交
換
を

・・・　相談支援事業所　ねくすと　・・・

・・・　生活介護事業　さざなみ　・・・

笑
顔
が
合
図

計量中、あともう少し！

やけどに注意、そっと焼いています

おいしいクレープの
出来上がり

「
ね
く
す
と
」
の
つ
ぶ
や
き

●
サ
ー
ビ
ス
等
利
用
計
画
書
っ
て
一
体
何
？
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い
・
楽
し
み
は
大
切
だ
と
思
い
ま

し
た
。
塗
り
絵
は
色
鉛
筆
が
あ
れ

ば
簡
単
に
取
り
組
む
こ
と
が
出
来

ま
す
。
塗
り
絵
に
興
味
が
な
か
っ

た
方
も
「
や
っ
て
み
る
と
す
ご
く

楽
し
い
。
あ
っ
と
い
う
間
に
時
間

が
た
つ
よ
」
と
言
わ
れ
ま
す
。　

　

生
き
が
い
や
楽
し
み
は
前
向
き

に
取
り
組
も
う
と
す
る
中
で
見
つ

か
っ
て
い
く
も
の
だ
な
と
皆
さ
ん

を
見
て
感
じ
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら

も
一
緒
に
楽
し
い
時
間
を
過
ご

し
、
健
康
で
生
き
が
い
を
も
っ
て

暮
ら
せ
る
よ
う
お
手
伝
い
を
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。木

村
紀
子

い
て
話
し
合
い
を
さ
れ
た
り
し
て

い
ま
す
。

　

塗
り
絵
は
単
純
な
作
業
に
見
え

ま
す
が
、
ス
ト
レ
ス
発
散
や
リ

ラ
ッ
ク
ス
、
集
中
力
を
高
め
る
な

ど
効
果
が
あ
り
ま
す
。
お
手
本
を

し
っ
か
り
見
る
、
色
を
塗
る
順
番

を
考
え
手
先
を
動
か
し
集
中
し
て

取
り
組
む
こ
と
は
脳
の
活
性
化
に

つ
な
が
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

出
来
上
が
っ
た
作
品
を
見
せ
合

い
な
が
ら
話
も
は
ず
み
、
塗
り
絵

を
通
し
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

も
取
れ
ま
す
。
そ
の
日
出
来
な

か
っ
た
と
こ
ろ
は
皆
さ
ん
お
部
屋

に
持
ち
帰
っ
て
、
二
週
間
後
の
ク

ラ
ブ
で
見
せ
て
く
だ
さ
い
ま
す
。

い
き
い
き
と
し
た
表
情
で
「
こ
ん

な
ん
に
な
っ
た
よ
～
」「
難
し
か
っ

た
わ
～
」「
失
敗
し
た
か
ら
も
う

一
枚
挑
戦
さ
せ
て
く
だ
さ
い
」
な

ど
、
は
に
か
み
な
が
ら
作
品
を
見

せ
て
く
だ
さ
い
ま
す
。
私
は
そ
の

笑
顔
が
と
て
も
好
き
で
、
皆
さ
ん

の
作
品
の
上
手
さ
に
驚
い
て
い
ま

す
。
ど
っ
ち
が
お
手
本
か
わ
か
ら

な
い
く
ら
い
で
す
。

　

私
は
絵
手
紙
の
会
に
参
加
さ
せ

て
頂
く
中
で
、
高
齢
者
の
方
に
い

つ
ま
で
も
健
康
で
い
き
い
き
と

暮
ら
し
て
頂
く
為
に
は
生
き
が

　

お
手
本
の
花
は
一
色
で
は
塗
っ

て
お
ら
ず
何
色
か
の
色
を
重
ね
て

塗
っ
て
い
る
の
で
、
そ
の
色
を
だ

す
為
に
皆
さ
ん
何
色
も
の
色
を
重

ね
て
工
夫
し
て
お
ら
れ
ま
す
。
時

に
は
席
を
立
っ
て
色
の
配
色
に
つ

　

夢
楽
の
郷
で
は
、
４
つ
の
ク
ラ

ブ
活
動
が
あ
り
ま
す
。
私
が
担
当

さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
る
の
は
絵
手

紙
の
会
で
す
。
現
在
月
二
回
、
男

性
３
名
、
女
性
10
名
で
毎
回
楽
し

く
賑
や
か
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

今
は
季
節
の
花
、
風
景
、
野
菜

の
塗
り
絵
を
し
て
い
ま
す
。
ど
れ

も
お
手
本
の
色
見
本
が
あ
る
の
で

花
び
ら
や
葉
っ
ぱ
の
色
で
悩
む
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

・・・　軽費老人ホーム  ケアハウス　夢楽の郷　・・・

楽
し
み
っ
て
大
切
！皆さん一生懸命塗っておられます

季節の花

配色について相談中です

風景は難しいわ〜
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活
性
化
し
認
知
症
の
進
行
を
予

防
効
果
が
期
待
さ
れ
て
い
ま

す
。
そ
し
て
、
入
所
者
間
や
職

員
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
円
滑
に
す
る
効
果
も
あ
り
、

信
頼
関
係
の
構
築
に
も
一
役

買
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
に
は
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
活
性
化
や
生
き

が
い
の
創
出
に
よ
っ
て
入
所
者

の
方
の
生
活
の
質
（
Ｑ
Ｏ
Ｌ
）
を

向
上
す
る
働
き
も
あ
り
ま
す
。

　

今
後
も
、
身
近
な
活
動
を
通

じ
、
専
門
性
を
見
出
し
な
が
ら

の
認
知
症
ケ
ア
を
実
践
す
る
こ

と
で
、
入
所
者

の
方
と
の
日
々

の
関
わ
り
を
大

切
に
し
て
い
き

た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

職
員
に
よ
る
寸
劇
…
『
西
川
津

の
桃
太
郎
』
を
行
い
ま
し
た
。

脚
本
・
演
出
な
ど
全
て
職
員
の

手
作
り
で
す
！
出
演
者
も
職
員

に
加
え
２
名
の
御
利
用
者
様
に

も
御
協
力
し
て
頂
き
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
御
利
用
者
様
、
御

家
族
様
、
運
営
推
進
委
員
の

方
々
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
、

法
人
他
施
設
職
員
等
、
多
数
の

皆
様
に
お
越
し
頂
き
、
笑
い
あ

り
涙
あ
り
と
大
盛
況
（
？
）
の

内
に
会
を
終
え
る
事
が
出
来
ま

し
た
。

　

次
回
の
予
定
は
ま
だ
決
ま
っ

て
い
ま
せ
ん
が
、
前
回
よ
り
も

喜
ん
で
頂
け
る
会
に
な
る
よ
う

職
員
一
同
協
力
し
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
「
上
手
に
で
き
た
ね
、
お
い

し
い
！
」
と
入
所
者
の
方
の
声

が
響
い
て
い
ま
す
。

　

詔
光
の
里
で
は
、
定
期
的
に

入
所
者
の
方
と
職
員
が
一
緒
に

お
菓
子
作
り
を
行
っ
て
い
ま

す
。
六
月
の
こ
の
日
は
皆
で

「
フ
ル
ー
ツ
ロ
ー
ル
ケ
ー
キ
」
を

作
り
ま
し
た
。
生
地
の
下
ご
し

ら
え
や
成
形
、
盛
り
付
け
な
ど

皆
で
手
際
良
く
作
り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
お
菓
子
を
作
る

こ
と
は
人
間
の
五
感
を
フ
ル
活

用
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

五
感
を
活
用
す
る
こ
と
は
脳
を

　

い
や
し
の
館
で
は
、夏
は「
そ

う
め
ん
流
し
」、　

冬
は
「
お
蕎

麦
（
傍
）
の
会
」
の
２
大
イ
ベ

ン
ト
が
あ
り
、昨
年
の
12
月
は
、

お
蕎
麦
（
傍
）
の
会
を
開
催
し

ま
し
た
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
に
ご

協
力
し
て
頂
き
、
そ
ば
打
ち
か

ら
始
め
ら
れ
、
厨
房
で
は
、
お

で
ん
や
天
ぷ
ら
を
用
意
し
て
頂

き
ま
し
た
。

　

お
食
事
の
後
は
、
皆
さ
ん
お

待
ち
か
ね
の
出
し
物
の
時
間
で

す
が
、
今
年
は
「
最
初
で
最
後

か
も
し
れ
な
い　

地
域
密
着
型

劇
団
「
劇
団
い
や
し
」
と
称
し
、

・・・　特別養護老人ホーム　詔光の里　・・・

・・・　特別養護老人ホーム　いやしの館　・・・

笑
顔
の
絶
え
な
い
お
菓
子
作
り
を
通
し
て

　

〜 

楽
し
く
実
践
す
る
認
知
症
ケ
ア 

～

い
や
し
の
館

２
大
イ
ベ
ン
ト

果物入りの
ロールケーキ
らしいわよ

今日は何を
作るの？

見て、見て、
彩り良く
きれいに

できましたよ

打
ち
立
て
の
美
味
し
い

お
蕎
麦
で
賑
や
か
に
会
食

「そば処
 いやし」の
大将 石田さん…

熱演!!「劇団 いやし」
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92
歳
に
な
ら
れ
た
現
在
の
Ｕ

さ
ん
は
、
以
前
は
力
強
く
出
来

な
か
っ
た
咳
払
い
も
今
で
は
迫

力
ま
で
感
じ
ら
れ
る
ほ
ど
で

す
。
口
腔
ケ
ア
に
て
粘
調
痰
も

し
っ
か
り
除
去
で
き
、
ム
セ
が

な
く
な
り
、
週
３
回
の
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
中
と
て
も
素
敵
な
笑

顔
を
見
せ
ら
れ
ま
す
。｢

毎
年
、

風
邪
を
引
く
の
に
昨
冬
は
引
か

な
か
っ
た
。｣

と
喜
ん
で
も
頂

き
ま
し
た
。

　

口
腔
機
能
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
成

果
を
上
げ
る
ポ
イ
ン
ト
は
継
続

で
す
。
今
日
も
素
敵
な
笑
顔
が

増
え
る
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

な
が
ら
も
、
や
り
甲
斐
の
あ
る

こ
の
職
務
に
従
事
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
６
月
よ
り「
ね
ぎ
ら
い
」

に
初
の
男
性
ヘ
ル
パ
ー
（
し
か

も
Ｉ
タ
ー
ン
！
）
が
加
わ
り
ま

し
た
。
よ
り
一
層
、訪
問
看
護
・

居
宅
介
護
支
援
・
福
祉
用
具
等

と
連
携
し
、
介
護
保
険
・
自
立

支
援
・
有
償
サ
ー
ビ
ス
と
利
用

者
様
の
ニ
ー
ズ
に
合
う
、
幅
広

い
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　
『
ま
た
伺
い
ま
す
ね
』
と
、

笑
顔
で
今
日
も
利
用
者
様
の
お

宅
を
後
に
し
ま
す
。

　

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
き
ら
め
き
で

は
、
口
腔
機
能
向
上
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
開
始
し
て
、
10
年
と
な
り

ま
し
た
。
平
成
24
年
９
月
か
ら

参
加
さ
れ
た
Ｕ
さ
ん
は
、
90
歳

で
食
事
に
よ
っ
て
ム
セ
が
み
ら

れ
、
ま
た
メ
ニ
エ
ル
症
状
の
経

験
か
ら
弱
気
ぎ
み
。
複
式
呼
吸

も
上
手
く
で
き
ず
、
咳
払
い
練

習
も
弱
弱
し
い
ご
様
子
で
し

た
。
Ｕ
さ
ん
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
と

し
て
口
腔
体
操
の
他
に
、
３
回

の
う
が
い
時
、
う
が
い
水
を
口

い
っ
ぱ
い
に
含
み
頬
に
力
を
つ

け
る
よ
う
に
ブ
ク
ブ
ク
と
し
て

か
ら
吐
き
出
し
ま
す
。
そ
の

後
、｢

あ
～
あ
～
あ
～｣

と
長

く
発
声
し
て
も
ら
い
さ
ら
に
咳

払
い
の
練
習
等
々
を
し
ま
す
。

　
『
ま
た
来
て
ね
』
そ
ん
な
一

言
が
私
た
ち
「
ね
ぎ
ら
い
」
ス

タ
ッ
フ
の
原
動
力
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　

対
象
は
ご
高
齢
の
方
は
も
ち

ろ
ん
、
障
が
い
を
お
持
ち
の
方

も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
そ
し
て

業
務
内
容
も
入
浴
介
助
・
オ
ム

ツ
交
換
・
更
衣
な
ど
の
身
体
介

護
、
買
物
・
調
理
・
掃
除
な
ど

の
生
活
介
護
、
受
診
付
添
や
外

出
支
援
と
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。

　

利
用
者
様
が
、
い
つ
ま
で
も

住
み
慣
れ
た
地
域
で
過
ご
せ
る

よ
う
お
手
伝
い
さ
せ
て
頂
い
て

い
ま
す
。
ス
タ
ッ
フ
は
一
人
で
支

援
に
行
く
責
任
の
重
さ
を
感
じ

・・・　老人デイサービス事業　きらめき　・・・

・・・  老人・障がい者ホームヘルプサービス事業　ねぎらい  ・・・

継
続
は
力
な
り

利
用
者
様
の
笑
顔
を

見
続
け
る
た
め
に
…

今日も休まず口腔ケア !!

美味しいお食事を楽しみます !!

楽しい会話も大切な時間です

丁寧な掃除を心がけています！
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る
と
思
い
ま
す
。
私
自
身
、
看

護
師
の
仕
事
が
と
て
も
好
き
で

利
用
者
の
方
と
接
す
る
と
元
気

を
い
た
だ
き
ま
す
。
子
育
て
や

家
事
も
自
分
の
大
切
な
役
割
で

す
が
、
自
分
自
身
の
仕
事
に
対

す
る
や
り
が
い
も
大
切
に
し
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し

な
が
ら
、
そ
れ
を
か
な
え
る
為

に
は
、
家
族
や
職
場
の
理
解
や

支
え
が
必
要
不
可
欠
で
す
。
こ

ん
な
自
分
で
も
役
に
立
つ
の
だ

ろ
う
か
と
思
う
時
も
あ
り
ま
す

が
、
利
用
者
の
方
か
ら
、「
ま

た
来
週
も
来
て
ご
し
な
い
よ
。」

と
言
っ
て
頂
く
と
と
て
も
嬉
し

く
な
り
ま
す
。

　

職
場
の
方
や
利
用
者
の
皆

様
、
家
族
の
支
え
や
理
解
が

あ
っ
て
こ
そ
、
働
け
て

い
る
こ
と
に
感
謝
し
、
私

の
子
育
て
や
仕
事
へ
の
パ

ワ
ー
に
変
え
て
い
け
る
よ

う
、
今
後
も
頑
張
り
た
い

と
思
い
ま
す
。

渡
邊
佳
世

　

そ
の
よ
う
な
中
で
も
、
新
し

い
利
用
者
様
の
お
宅
に
初
め
て

訪
問
す
る
時
や
、
入
院
中
の
利

用
者
様
の
退
院
後
の
生
活
に
つ

い
て
相
談
す
る
病
院
で
の
カ
ン

フ
ァ
レ
ン
ス
に
参
加
す
る
時
な

ど
は
、
新
人
の
ケ
ア
マ
ネ
で
な

く
と
も
緊
張
す
る
時
間
と
言
え

ま
す
。

　

時
間
に
追
わ
れ
る
よ
う
な

日
々
で
は
あ
り
ま
す
が
、
利
用

者
様
や
家
族
様
か
ら
い
た
だ
く

温
か
い
言
葉
に
励
ま
さ
れ
、
ケ

ア
マ
ネ
そ
れ
ぞ
れ
が
自
分
の
中

に
仕
事
の
や
り
甲
斐
を
見
出

し
、
こ
れ
か
ら
も
頑
張
っ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

入
社
し
て
四
年
に
な
り
ま
す
。

初
め
は
、
い
や
し
の
館
で
勤
務

し
て
い
ま
し
た
が
、
子
供
が
幼

稚
園
に
入
園
し
た
こ
と
で
継
続

就
労
が
難
し
く
な
り
、
訪
問
看

護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
暖
心
に
移
動

さ
せ
い
た
だ
き
ま
し
た
。
移
動

に
あ
た
っ
て
、
子
供
が
急
病
に

な
っ
た
時
等
に
職
場
や
利
用
者

の
方
に
迷
惑
を
か
け
る
の
で
は

な
い
か
と
不
安
が
あ
り
ま
し
た

が
、
職
場
の
ス
タ
ッ
フ
に
、
悩

み
や
不
安
を
話
し
、
聞
い
て
い

た
だ
い
た
こ
と
で
、
一
歩
進
む

勇
気
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

女
性
の
社
会
進
出
が
勧
め
ら

れ
る
中
、
育
児
等
の
理
由
で
離

職
し
、
復
職
の
タ
イ
ミ
ン
グ
を

失
っ
て
い
る
女
性
達
は
沢
山
い

　

ナ
イ
ス
で
は
、
今
年
の
４
月

よ
り
新
た
な
職
員（
ケ
ア
マ
ネ
）

を
迎
え
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

私
た
ち
ケ
ア
マ
ネ
の
仕
事

は
、介
護
を
必
要
と
す
る
人
と
、

福
祉
・
医
療
・
保
健
の
サ
ー
ビ

ス
を
結
ぶ
『
架
け
橋
』
と
な
る

役
割
を
担
う
と
も
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
そ
の
た
め
ケ
ア
マ
ネ
の

仕
事
に
就
く
と
、
利
用
者
様
や

家
族
様
だ
け
で
な
く
、
各
サ
ー

ビ
ス
事
業
者
、
市
役
所
、
病
院
、

民
生
委
員
、
施
設
職
員
な
ど
、

日
々
様
々
な
分
野
の
人
達
と
関

わ
る
事
に
な
り
ま
す
。

・・・　訪問看護ステーション　暖心　・・・

・・・　居宅介護支援事業所　ナイス　・・・

支
え
が
あ
っ
て
看
護
の

仕
事
が
出
来
て
い
ま
す

ケ
ア
マ
ネ
奮
闘
記

電話でのご相談にも応じます

ケアプラン等の作成を行います

よ
く
動
い
て
ま
す
ね

体
調
は
ど
う
で
す
か
？
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久
し
ぶ
り
に
成
長
し
た
姿
を
見
て

う
れ
し
く
感
じ
、
当
時
を
懐
か
し

み
思
い
出
話
を
し
な
が
ら
将
来
の

夢
を
聞
い
た
り
す
る
の
は
、
楽
し

み
な
時
間
で
も
あ
り
ま
す
。

　

近
年
少
子
化
が
進
み
、
地
域
社

会
に
お
け
る
人
間
関
係
が
希
薄
化

す
る
中
、
多
く
の
人
と
触
れ
合
う

機
会
も
少
な
く
な
っ
て
き
て
い
ま

す
が
、
こ
う
し
た
実
習
の
場
は
、

青
少
年
の
成
長
の
一
助
と
な
る
の

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
同
時

に
地
域
に
お
け
る
保
育
園
の
役
割

の
一
つ
と
捉
え
、
今
後
も
積
極
的

な
受
け
入
れ
を
継
続
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

達
は
自
分
達
の
関
わ
り
が
子
ど
も

達
を
楽
し
ま
せ
て
い
る
と
い
う
満

足
感
を
感
じ
た
り
、「
お
兄
ち
ゃ

ん
、
お
姉
ち
ゃ
ん
。」
と
言
っ
て

慕
っ
て
く
れ
る
こ
と

へ
の
喜
び
を
感
じ
た

り
し
て
い
る
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま

す
。
そ
し
て
、
こ
の

こ
と
は
わ
ず
か
な
が

ら
で
も
生
徒
達
の
自

己
肯
定
感
に
つ
な

が
っ
て
い
く
よ
う
に

も
思
い
ま
す
。

　

地
域
の
中
学
校
と

い
う
こ
と
で
、
中
に

は
幼
児
期
こ
の
保
育

園
に
通
っ
て
い
た
生

徒
も
あ
り
、
職
員
も

の
一
環
で
あ
る
た
め
、
小
さ
な
子

ど
も
達
と
関
わ
る
の
は
苦
手
と
い

う
生
徒
も
い
る
よ
う
で
す
が
、
交

流
を
終
え
る
頃
に
は
、「
自
分
自

身
も
楽
し
か
っ
た
し
、
子
ど
も
達

も
楽
し
ん
で
く
れ
て
良
か
っ
た
。」

「
子
ど
も
達
が
自
分
に
甘
え
て
き

て
く
れ
て
、か
わ
い
か
っ
た
。」「
保

育
園
の
先
生
達
の
姿
を
見
て
子
ど

も
達
と
の
関
わ
り
方
が
少
し
学
べ

た
気
が
す
る
。」
な
ど
の

感
想
が
聞
か
れ
ま
す
。
年

に
よ
っ
て
は
、
自
分
達

で
作
っ
た
玩
具
を
持
参

し
て
遊
ぶ
交
流
も
あ
り

ま
し
た
が
、「
自
分
達
が

作
っ
た
玩
具
で
子
ど
も

た
ち
が
楽
し
そ
う
に
遊

ん
で
く
れ
た
こ
と
が
う

れ
し
か
っ
た
。」「
作
っ
た

玩
具
に
つ
い
て
保
育
園

の
先
生
か
ら
ア
ド
バ
イ

ス
を
も
ら
え
て
勉
強
に

な
っ
た
。」
と
い
っ
た
感

想
が
聞
か
れ
ま
し
た
。
感

想
を
聞
き
な
が
ら
、
生
徒

　
「
園
児
と
の
関
わ
り
を
通
し
て

生
徒
達
が
思
い
や
り
や
い
た
わ
り

の
心
を
学
習
す
る
」
と
い
う
趣
旨

の
も
と
、
湖
東
中
学
校
か
ら
の
依

頼
を
受
け
、
平
成
十
一
年
度
か
ら

中
学
生
の
「
保
育
実
習
」、「
職
場

体
験
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

中
で
も
「
保
育
実
習
」
は
、
自

分
の
希
望
と
し
て
参
加
す
る
「
職

場
体
験
」
と
は
違
い
家
庭
科
学
習

・・・　児童福祉施設　しらゆり保育園　・・・

地
域
に
お
け
る
保
育
園
の
役
割

　

― 

中
学
生
と
の
交
流
を
通
し
て 

―

お姉ちゃんと電車ごっこ。GO！GO！

やさしく遊び方を教えてくれるお兄ちゃん

手作りボーリング遊び。お兄ちゃん、お姉ちゃん達が応援してくれます

こうやって
持つんだよ

がんばれ!!
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し
て
い
た
だ
い
て
と
て
も
助
か
っ
て
い
ま
す
。

作
業
で
整
備
し
て
も
ら
っ
た
芋
畑
で
育
て
た

さ
つ
ま
芋
は
、
園
で
の
食
事
に
出
て
く
る
こ

と
は
も
ち
ろ
ん
、
家
庭
に
持
ち
帰
っ
て
も
ら

い
ま
す
。「
お
母
さ
ん
と
一
緒
に
ス
イ
ー
ト
ポ

テ
ト
を
作
っ
て
食
べ
た
よ
」「
焼
き
芋
に
し

た
ら
美
味
し
か
っ
た
」
と
い
う
声
も
た
く
さ

ん
聞
か
れ
、
一
緒
に
ク
ッ
キ
ン
グ
を
楽
し
む
な

ど
親
子
の
触
れ
合
い
の
機
会
に
も
広
が
っ
て

な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

加
え
て
『
環
境
教
育
』
の
一
環
と
し
て
、

平
成
20
年
か
ら
行
っ
て
い
る
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の

キ
ャッ
プ
収
集
は
、現
在
で
総
量
３
０
８
．６
㎏

で
、
世
界
の
子
ど
も
達
の
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン

接
種
約
86
人
分
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
も

保
護
者
の
方
々
の
ご
理
解
と
ご
協
力
で
積
み

重
ね
て
き
た
大
切
な
歴
史
だ
と
思
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
子
ど
も
達
の
為
に
、
保
護
者

の
方
々
や
地
域
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
な
っ
て

様
々
な
事
業
や
保
育
に
取
り
組
み
、
一
人

一
人
の
子
ど
も
の
育
ち
を
支
え
て
い
け
た
ら

と
思
っ
て
い
ま
す
。

に
待
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。
こ
の
よ
う
な
様
々

な
人
と
の
関
わ
り
は
、「
人
と
関
わ
る
って
楽

し
い
な
」「
優
し
く
し
て
く
れ
て
嬉
し
い
な
」

と
子
ど
も
自
身
が
感
じ
る
こ
と
で
、
幼
児
期

の
大
切
な
心
の
育
ち
を
支
え
て
い
る
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
子
ど
も
が
楽
し
み
に
し
て
い
る

『
夏
ま
つ
り
』
も
、
保
護
者
、
島
大
生
の
方
々

の
ご
協
力
の
も
と
に
開
催
し
て
い
ま
す
。
し

ら
ゆ
り
第
２
保
育
園
の
夏
ま
つ
り
の
舞
台
に

欠
か
せ
な
い
保
護
者
さ
ん
や
島
大
生
さ
ん
の

出
し
物
は
、
日
頃
か
ら
の
交
流
の
賜
物
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。　

　

そ
の
他
、
奉
仕
作
業
で
は
、
た
く
さ
ん
の

保
護
者
さ
ん
の
お
手
伝
い
で
、
保
育
者
だ
け

で
は
力
が
及
ば
な
い
所
も
い
つ
も
き
れ
い
に

　

子
ど
も
達
に
伝
わ
り
や
す
い
よ
う
に
各
年

齢
ご
と
に
合
わ
せ
た
内
容
で
、
試
行
錯
誤
さ

れ
な
が
ら
工
夫
し
て
お
ら
れ
る
姿
に
敬
服
し

て
い
ま
す
。
子
ど
も
達
は
、「
タ
バコ
は
、
絶

対
駄
目
だ
よ
！
」「
お
父
さ
ん
に
教
え
て
あ

げ
る
！
」
な
ど
禁
煙
に
対
し
て
楽
し
く
学
ぶ

こ
と
が
で
き
、
園
と
し
て
も
感
謝
の
気
持
ち

で
いっ
ぱ
い
で
す
。
子
ど
も
達
の
健
康
な
身

体
作
り
の
為
に
、
園
と
保
護
者
の
方
と
が
一

緒
に
な
っ
て
取
り
組
む
こ
と
の
大
切
さ
を
改

め
て
感
じ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
毎
月
１
回
、
地
域
の
お
年
寄
り

の
施
設
『
万
福
の
家
』
の
お
じ
い
さ
ん
、
お

ば
あ
さ
ん
と
の
交
流
も
し
て
い
ま
す
。
実
は

こ
の
交
流
も
保
護
者
の
方
か
ら
の
紹
介
で
し

た
。
加
え
て
週
１
回
来
て
く
れ
て
い
る
島
根

大
学
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
『
は
ら
っ
ぱ
』

と
の
関
わ
り
も
子
ど
も
達
は
い
つ
も
楽
し
み

　

し
ら
ゆ
り
第
２
保
育
園
で
は
、
地
域
と
の

つ
な
が
り
や
保
護
者
と
の
連
携
を
大
切
に
し

な
が
ら
、
子
ど
も
達
の
育
ち
を
支
え
る
こ
と

を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
る
「
し
ま
ね
子

ど
も
を
た
ば
こ
か
ら
守
る
会
」
の
方
が
行
っ

て
い
る
『
禁
煙
教
育
』
も
そ
の
一
つ
で
す
。

こ
の
会
の
中
心
メ
ン
バ
ー
に
保
護
者
の
方
が
お

ら
れ
、
３
・
４
・
５
歳
児
の
ク
ラ
ス
の
子
ど
も

を
対
象
に
、
手
作
り
の
人
形
を
使
っ
て
の
劇

を
し
て
下
さ
っ
て
い
ま
す
。

・・・　児童福祉施設　しらゆり第２保育園　・・・

保
護
者
、地
域
の
方
々
と
共
に

子
ど
も
の
育
ち
を
支
え
合
い
、喜
び
合
う

禁煙教育「タバコはダメ。絶対ダメ！！」「煙を吸うのもだめだよ」

「万福の家」のお年寄りたちと交流

保護者の出し物
「フルート演奏」
優雅な時間…

盛り上った職員の出し物
「野菜レンジャー」

島大生のお手伝い。お祭りでの買物

魚
だ
ね
!!

ど
う
ぞ

お
肉

く
だ
さ
い

た
い
た
い
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ふ
れ
あ
い
を

大
事
に
し

た
い
』『
今
、

私
が
リ
ア

ル
に
悩
ん

で
い
る
こ
と

で
、本
当
に

良
か
っ
た
』

『
読
み
聞
か
せ
が
と
て
も
良
か
っ
た
。家

で
も
読
ん
で
や
り
た
い
』等
、参
加
さ
れ
た

保
護
者
の
心
に
響
く
講
演
会
に
な
り
ま

し
た
。

〈
お
わ
り
に
〉

　

今
回
の
こ
と
を
通
し
、私
た
ち
保
育
士

は
、保
護
者
の
気
持
ち
に
寄
り
添
い
、ど
ん

な
こ
と
を
感
じ
悩
ん
で
お
ら
れ
る
の
か
、

私
た
ち
に
何
を
求
め
て
お
ら
れ
る
の
か
、

日
々
気
づ
き
の
心
を
持
っ
て
キ
ャ
ッ
チ
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
再
認
識
し
ま

し
た
。そ
し
て
、保
育
士
と
し
て
、話
し
方
、

言
葉
の
選
び
方
、子
ど
も
た
ち
へ
の
関
わ

り
方
等
、今
ま
で
良
い
と
思
っ
て
き
た
こ
と

も
振
り
返
り
、見
直
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。こ
れ
ま
で
の
経
験
や
知
識
に
満
足

す
る
こ
と
な
く
、い
ろ
い
ろ
な
分
野
の
研
修

会
に
積
極
的
に
参
加
し
、学
ん
だ
こ
と
を

共
有
し
、互
い
に
資
質
を
高
め
合
い
、私
た

ち
一
人
ひ
と
り
の
姿
勢
が
、保
護
者
や
子

ど
も
た
ち
の
安
心
に
つ
な
が
り
、信
頼
で

き
る
保
育
園
と
な
る
よ
う
努
め
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

離
乳
食
に
つ
い
て
専
門
的
な
知
識
を
深
め

る
た
め
に
、離
乳
食
教
室
に
参
加
し
ま
し

た
。そ
こ
で
、母
子
手
帳
と
同
時
に
配
布

さ
れ
る
、『
ご
は
ん
手
帳
』の
存
在
も
知
り

ま
し
た
。
そ
の
手
帳
に
は
、月
齢
別
の
離

乳
食
の
進
め
方
や
量
の
目
安
、大
人
の
食

事
の
と
り
わ
け
や
冷
凍
保
存
の
方
法
、味

付
け
の
ポ
イ
ン
ト
な
ど
、保
護
者
が
抱
え

て
い
る
悩
み
の
ヒ
ン
ト
が
た
く
さ
ん
あ
り
、

そ
の
手
帳
を
活
か
し
て
ほ
し
い
と
話
し
ま

し
た
。

　

ま
た
、離
乳
食
を
試
食
し
な
が
ら
、普

段
な
か
な
か
顔
を
合
わ
せ
る
こ
と
が
少
な

い
保
護
者
同
士
が
、担
任
や
給
食
担
当
者

と
一
緒
に
、日
々
の
子
育
て
や
、悩
み
を
話

し
合
う
場
を
提
供
で
き
た
こ
と
は
と
て
も

良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

大
塚
啓
子
先
生
の
子
育
て
講
座

　

子
育
て
講
座
で
は
、ふ
る
ま
い
推
進
指

導
員
の
大
塚
啓
子
先
生
に
講
演
を
お
願

い
し
ま
し
た
。子
育
て
を
す
る
上
で
、自

己
肯
定
感
と
人
と
の
関
わ
り
を
大
事
に

育
ん
で
欲
し
い
こ
と
、そ
の
た
め
に
、ど
の
よ

う
な
関
わ
り
を
し
た
ら
よ
い
か
等
、具
体

的
な
事
例
を
あ
げ
て
お
話
し
て
頂
き
ま

し
た
。ま
た
、２
歳
の
子
ど
も
達
に
絵
本
の

読
み
聞
か
せ
も
し
て
頂
き
ま
し
た
。講
演

中
、一
生
懸
命
メ
モ
を
取
り
、涙
を
流
し
て

聴
い
て
い
る
保
護
者
も
お
ら
れ
ま
し
た
。

感
想
に
は
、『
と
て
も
考
え
さ
せ
ら
れ
た
。

が
と
て
も
喜
ん
で
い
ま
し
た
。」と
多
く
の

方
が
書
い
て
お
ら
れ
ま
し
た
。休
日
に
ど
こ

か
に
行
っ
た
り
特
別
何
か
を
し
た
り
す
る

こ
と
で
は
な
く
、子
ど
も
と
目
と
肌
と
心

を
通
わ
せ
て
触
れ
合
う
こ
と
が
大
切
で
あ

る
こ
と
を
、体
験
を
通
し
見
て
感
じ
て
も

ら
う
こ
と
が
、
私
た
ち
の
役
割
の
一
つ
だ

と
感
じ
ま
し
た
。

離
乳
食
講
座
～
手
軽
に
で
き
る
離
乳
食
～

安
心
Ｑ
＆
Ａ

　

離
乳
食
講
座
で
は
、あ
ら
か
じ
め
、食
事

に
関
し
て
ど
ん
な
悩
み
を
抱
え
て
お
ら
れ

る
の
か
ア
ン
ケ
ー
ト
を
と
り
ま
し
た
が
、自

信
を
持
っ
て
答
え
ら
れ
な
い
質
問
も
あ

り
ま
し
た
。そ
こ
で
、給
食
担
当
職
員
は
、

　

今
年
度
、乳
児
ク
ラ
ス
の
子
ど
も
た
ち

は
、大
半
が
新
入
児
で
保
護
者
に
と
っ
て

初
め
て
の
子
ど
も
さ
ん
で
し
た
。私
た
ち

保
育
士
は
、保
護
者
に
、子
ど
も
の
か
わ
い

い
姿
や
成
長
し
た
と
こ
ろ
を
伝
え
、子
育

て
の
喜
び
や
楽
し
さ
を
共
有
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
し
た
。

　

そ
の
中
で
、保
護
者
は
、子
ど
も
を
可
愛

い
と
思
う
一
方
で
、仕
事
を
し
な
が
ら
の

離
乳
食
作
り
や
食
事
に
関
し
て
、又
家
庭

で
我
が
子
と
ど
う
関
わ
っ
て
い
い
の
か
分
か

ら
な
い
な
ど
、真
剣
に
子
育
て
に
向
き
合

う
が
た
め
に
、子
育
て
に
不
安
や
し
ん
ど

さ
、悩
み
を
抱
え
て
お
ら
れ
る
方
が
多
い
こ

と
に
気
づ
き
ま
し
た
。そ
こ
で
、次
の
３
つ

を
テ
ー
マ
に
参
観
日
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

こ
ん
な
に
あ
る
親
子
で
楽
し
く
遊
べ
る

「
ふ
れ
あ
い
遊
び
」

　

親
の
膝
の
上
に
子
ど
も
を
座
わ
ら
せ
、

親
子
で
向
き
合
い
、抱
き
上
げ
た
り
、揺
れ

た
り
、ギ
ュ
ー
っ
と
抱
き
し
め
た
り
し
て
親

子
で
触
れ
あ
う
遊
び
を
た
く
さ
ん
紹
介

し
ま
し
た
。目
と
目
を
合
わ
せ
て
微
笑
み

合
い
、笑
い
声
が
出
る
ほ
ど
喜
ぶ
親
子
の
姿

を
微
笑
ま
し
く
感
じ
ま
し
た
。後
日
ノ
ー

ト
に
、「
家
庭
で
も
遊
び
ま
し
た
。子
ど
も

・・・　児童福祉施設　しらゆり第３保育園　・・・

保
護
者
の
気
持
ち
に
寄
り
添
う
保
育

穏やかな気持ちで…

子どもとの触れ合いを大切に…
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か
け
る
と
笑
顔
で
う
な
ず
い
て
い

ま
す
。

　

当
初
は
受
け
入
れ
る
こ
と
に
不

安
が
あ
り
ま
し
た
が
、
本
児
や
保

護
者
に
対
し
て
配
慮
を
し
て
き
た

こ
と
が
、
保
護
者
と
の
信
頼
関
係

に
つ
な
が
り
、
私
た
ち
の
自
信
に

も
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
子
ど
も

た
ち
の
様
子
か
ら
、
い
ろ
い
ろ
な

人
と
の
交
流
は
子
ど
も
た
ち
が
成

長
し
て
い
く
う
え
で
重
要
な
こ
と

だ
と
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
一
人
一
人
を
認
め

な
が
ら
安
心
し
て
楽
し
く
過
ご
せ

る
よ
う
な
保
育
を
心
が
け
た
い
と

思
い
ま
す
。

「
ワ
オ
ー
！
」
大
げ
さ
な
表
現
を

し
て
い
る
子
ど
も
た
ち
で
す
。

　

保
護
者
の
方
か
ら
は
「
家
で
も

オ
ー
バ
ー
に
両
手
を
広
げ
て
い
ま

す
よ
。」「
今
か
ら
英
語
が
わ
か
る

よ
う
に
な
る
と
い
い
な
。」
と
お

た
よ
り
ノ
ー
ト
で
知
ら
せ
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。

　

本
児
は
２
歳
児
で
す
が
英
語
と

マ
レ
ー
語
を
う
ま
く
使
い
両
親
に

自
分
の
気
持
ち
を
伝
え
た
り
、
ま

た
、
両
親
の
話
を
理
解
し
て
い
ま

す
。
私
た
ち
の
片
言
の
英
語
で
も

理
解
し
て
「
イ
エ
ス
」「
ノ
ー
」

と
返
事
を
し
て
く
れ
ま
す
。

　

あ
る
日
、
散
歩
に
出
か
け
た
時

の
こ
と
で
す
。子
ど
も
た
ち
が「
ふ

ね
だ
！
ふ
ね
～
！
」
と
言
っ
て
い

た
の
で
「
シ
ッ
プ
（
舟
）
シ
ッ
プ

（
舟
）！
」
と
本
児
に
声
を
か
け
る

と
「
ノ
ー
、
ボ
ー
ト
！
」
と
冷
静

に
答
え
ま
し
た
。
日
本
語
で
は
大

き
い
船
も
小
さ
い
舟
も
同
じ
言
葉

で
す
が
英
語
は
使
い
分
け
る
こ
と

を
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
雨
の
日
に
は
水
溜
り
で

遊
ん
だ
り
、
砂
遊
び
を
し
た
り
、

子
ど
も
同
士
で
追
い
か
け
っ
こ
を

し
た
り
と
保
育
園
で
の
生
活
に
少

し
ず
つ
慣
れ
て
声
を
あ
げ
て
笑

い
、「
楽
し
か
っ
た
ね
。」
と
声
を

よ
う
」「
少
し
オ
ー
バ
ー
な
リ
ア

ク
シ
ョ
ン
で
伝
え
る
よ
う
に
し
よ

う
」
と
担
任
間
で
話
し
合
い
、
心

掛
け
ま
し
た
。
知
ら
な
い
国
で
言

葉
も
わ
か
ら
な
い
と
こ
ろ
で
の
生

活
は
不
安
で
い
っ
ぱ
い
だ
っ
た
と

思
い
ま
す
が
少
し
で
も
そ
の
不
安

を
取
り
除
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
、
笑
顔
で
関
わ
る
よ
う
に
し
ま

し
た
。

　

私
た
ち
の
こ
う
し
た
声
掛
け
や

身
振
り
を
ク
ラ
ス
の
子
ど
も
た
ち

が
見
た
り
聞
い
た
り
し
て
い
て

「
グ
ッ
ド
モ
ー
ニ
ー
ン
グ
！
」
と

言
っ
て
み
た
り
、
両
手
を
広
げ
て

　
「
グ
ッ
ド
モ
ー
ニ
ー
ン
グ
！
」

ひ
め
ゆ
り
２
組
の
朝
は
こ
の
言
葉

で
始
ま
り
ま
す
。
絵
本
の
中
の

リ
ン
ゴ
を
見
て
は
「
ア
ッ
プ
ル
」

と
片
言
の
英
単
語
を
言
っ
た
り
、

び
っ
く
り
し
た
時
に
は
両
手
を
広

げ
て
オ
ー
バ
ー
な
リ
ア
ク
シ
ョ
ン

で
「
ワ
ー
オ
！
」
と
言
っ
た
り
と

と
て
も
か
わ
い
い
２
歳
児
の
子
ど

も
た
ち
で
す
。

　

と
い
う
の
も
、
５
月
に
マ
レ
ー

シ
ア
か
ら
の
子
ど
も
さ
ん
が
入
園

し
て
き
た
の
で
す
。
と
に
か
く
、

「
笑
顔
で
名
前
を
呼
ん
で
自
分
の

知
っ
て
い
る
英
単
語
を
並
べ
て
み

・・・　児童福祉施設　しらゆり千鳥保育園　・・・

保
育
園
っ
て
楽
し
い
ね

～ 

マ
レ
ー
シ
ア
の
子
ど
も
さ
ん
と
一
緒
に
過
ご
し
て 

～

散歩では堀川遊覧船に「おーい」「こんにちは～」と言いながら
手を振ったりしています

みずたまり、
きもちいいね。

いっしょに行こう。
坂道、ちょっと
こわいね～。
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「
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
っ
て

こ
ん
な
国
」

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
、
日
本
の
国
土

の
約
20
倍
あ
り
、
広
大
な
国
土
を
持

つ
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
世
界
で
6
番
目

に
面
積
の
大
き
い
国
で
、
地
球
上
で
も

っ
と
も
小
さ
な
大
陸
で
も
あ
り
ま
す
。

日
本
の
真
南
に
位
置
し
て
い
る
た
め
時

差
は
1
時
間
ほ
ど
で
す
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
の
最
初
の
入
植
は

１
７
８
８
年
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
最
大
の

都
市
シ
ド
ニ
ー
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

こ
れ
を
記
念
し
て
１
７
８
８
年
が
建
国

の
年
と
な
って
い
ま
す
。

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
魅
力
は
自
然
に

恵
ま
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
国
全
体

が
豊
か
な
自
然
に
つつ
ま
れ
、
全
国
に

数
多
く
の
公
園
が
あ
り
ま
す
。

１
４
０
カ
国
か
ら
や
っ
て
き
た
移
民

で
豊
か
に
な
っ
た
多
民
族
、
多
文
化

国
。
１
９
６
６
年
か
ら
大
規
模
な
構

造
改
革
き
っ
か
け
に
経
済
、
産
業
は

め
ざ
ま
し
い
発
展
を
遂
げ
て
い
ま
す
。

特
に
情
報
通
信
、
技
術
分
野
は
急
成

長
を
続
け
て
お
り
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

利
用
し
た
産
業
の
割
合
は
ア
メ
リ
カ
の

次
に
高
く
な
って
い
ま
す
。

い
つ
も
陽
気
で
フ
レ
ン
ド
リ
ー
な
オ

ー
ス
ト
ラ
リ
ア
人
は
、
明
る
い
天
候
と

自
然
に
恵
ま
れ
た
国
を
「
ラ
ッ
キ
ー
カ

11
月
の
半
ば
、
少
し
肌
寒
さ
を
感
じ
な
が
ら
出
雲
空
港
か
ら
旅
が
始
ま
り

ま
し
た
。
羽
田
、
成
田
と
乗
り
継
ぎ
出
発
し
て
か
ら
18
時
間
か
け
ゴ
ー
ル

ド
コ
ー
ス
ト
空
港
に
着
き
ま
し
た
。
日
本
と
は
季
節
が
反
対
の
初
夏
。
キ

ラ
キ
ラ
と
眩
し
い
陽
射
し
に
心
地
良
い
さ
わ
や
か
な
風
が
吹
き
抜
け
、
長

時
間
の
フ
ラ
イ
ト
疲
れ
も
吹
き
飛
び
ま
し
た
。

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
研
修
旅
行
記

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
研
修
旅
行
記

永
年
勤
続
（
２
０
年
）
視
察
研
修
報
告

光
洋
の
里
：
岩
田
　
薫

光
洋
の
里
：
安
倍
瑞
恵

し
ら
ゆ
り
千
鳥
保
育
園
：
堀
内
学
子

希
望
の
園
：
田
村
知
子

施設見学／アイルオブカプリラーニングセンター前にて
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15
ヶ
月
か
ら
５
歳
ま
で
の
子
供
に
質
の

高
い
教
育
と
お
世
話
を
提
供
し
て
い

る
と
の
事
で
し
た
。
資
格
所
有
の
プ
ロ

の
教
育
者
が
子
供
た
ち
に
遊
ぶ
こ
と

か
ら
学
ぶ
こ
と
の
楽
し
さ
を
十
分
に

配
慮
し
て
指
導
さ
れ
、
年
齢
に
応
じ

て
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
豊
か
な
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ

ィ
ー
を
用
意
し
て
お
ら
れ
子
供
た
ち

の
た
め
に
な
る
初
等
教
育
を
作
り
上

げ
る
こ
と
に
力
を
注
い
で
お
ら
れ
る
と

の
事
で
す
。

定
員
は
86
名
で
開
園
時
間
は
７
：

00
〜
18
：
00
。
保
護
者
の
送
迎
で
登

園
時
間
は
自
由
。
１
日
の
人
数
把
握

は
月
単
位
の
予
約
制
に
し
て
い
る
の
で

あ
る
程
度
把
握
で
き
る
よ
う
で
す
。

利
用
料
は
1
日
80
〜
84
Ａ
Ｕ
＄
一部
は

市
が
負
担
す
る
の
で
、
全
額
負
担
は

ほ
と
ん
ど
な
い
よ
う
で
す
。

セ
ン
タ
ー
の
入
り
口
に
は
皮
膚
癌
対

ン
ト
リ
ー
・
幸
運
な
国
」
と
呼
ん
で
い

ま
す
。

し
か
し
残
念
な
こ
と
に
近
年
は
、

南
極
上
空
付
近
の
オ
ゾ
ン
層
破
壊
に
よ

っ
て
紫
外
線
に
よ
る
皮
膚
炎
、
皮
膚

癌
の
患
者
数
が
年
々
増
加
し
て
お
り
、

政
府
は
国
民
に
対
し
、
外
出
の
際
は

紫
外
線
対
策
を
怠
ら
な
い
よ
う
に
警

告
を
促
し
て
い
ま
す
。
紫
外
線
に
よ

る
皮
膚
癌
に
な
る
確
率
は
日
本
の
６

倍
と
高
く
な
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。

「
ア
イ
ル
オ
ブ
カ
プ
リ
ラ
ー
ニ

ン
グ
セ
ン
タ
ー
を
訪
れ
て
」

私
た
ち
が
訪
れ
た
「
ア
イ
ル
オ
ブ
カ

プ
リ
ラ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
」
は
、
ゴ
ー

ル
ド
コ
ー
ス
ト
の
中
心
地
サ
ー
フ
ァ
ー
ズ

パ
ラ
ダ
イ
ス
か
ら
数
分
の
距
離
に
あ
り

策
と
し
て
日
焼
け
止
め
が
設
置
し
て

あ
り
「
紫
外
線
」
に
対
す
る
意
識
の

高
さ
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

ま
ず
最
初
に
厨
房
を
見
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
が
、
子
供
た
ち
の
食

事
86
名
分
を
一
人
の
調
理
員
で
作
っ
て

お
ら
れ
る
と
聞
き
驚
き
ま
し
た
。
丁

度
10
時
の
お
や
つ
の
時
間
で
、
こ
の
日

は
果
物
と
野
菜
ス
テ
ィ
ッ
ク
を
提
供
し

て
お
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
ア
レ
ル
ギ

ー
や
嗜
好
、
宗
教
的
な
理
由
で
食
べ

る
こ
と
が
出
来
な
い
子
供
た
ち
の
名

前
を
食
器
に
付
箋
を
貼
り
明
確
に
し

て
お
ら
れ
ま
し
た
。

食
事
に
つ
い
て
も
小
さ
な
ク
ラ
ス
の

子
供
た
ち
は
ナ
イ
フ
な
ど
持
た
せ
ら

れ
ま
せ
ん
が
、
ス
タ
ッフ
が
手
伝
い
バ
タ

ー
を
塗
る
程
度
。
少
し
大
き
な
ク
ラ

ス
で
は
指
導
者
が
見
守
り
、
自
分
た

ち
で
盛
り
付
け
等
を
行
って
い
る
そ
う

で
す
。
こ
こ
で
は
食
事
の
と
り
方
に
つ

い
て
考
え
自
分
の
こ
と
だ
け
で
な
く
、

後
の
人
の
こ
と
も
考
え
て
多
く
盛
っ
た

り
し
な
い
よ
う
に
と
考
え
て
お
ら
れ
ま

し
た
。

こ
の
セ
ン
タ
ー
で
は
現
在
２
名
の
軽

度
の
障
が
い
児
の
受
け
入
れ
を
行
っ
て

お
ら
れ
ま
し
た
。
個
々
の
状
況
に
も

よ
り
ま
す
が
、
医
療
的
、
学
習
障
害

な
ど
の
ニ
ー
ズ
の
高
い
子
供
の
受
け
入

れ
に
対
し
て
は
政
府
に
申
請
し
ス
タ
ッ

フ
を
増
員
し
て
も
ら
う
と
の
事
で
し

た
。
現
在
も
２
名
増
員
し
て
お
ら
れ

る
そ
う
で
す
。

教
室
も
見
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
が
、
ど
の
教
室
も
子
供
た
ち
の
手

作
り
の
作
品
が
た
く
さ
ん
飾
っ
て
あ

り
、
ほ
の
ぼ
の
と
暖
か
く
楽
し
い
雰
囲

気
で
し
た
。

多
民
族
国
家
で
あ
り
、文
化・宗
教・

行
事
な
ど
違
う
た
め
十
分
配
慮
し
て

保
育
が
な
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
言
葉

の
違
い
は
あ
り
ま
す
が
、
基
本
的
に

は
英
語
で
話
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

伸
び
伸
び
と
遊
び
ま
わ
る
子
供
た

ち
の
姿
は
世
界
共
通
。
突
然
や
っ
て

き
た
外
国
人
に
も
小
さ
く
か
わ
い
い

手
を
振
っ
て
く
れ
た
こ
と
が
と
て
も
愛

ら
し
く
感
じ
ま
し
た
。

子供たちの作品であふれた壁面

クリスマス前に飾られた空間

ほのぼのとした雰囲気
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「
ゴ
ー
ル
ド
コ
ー
ス
ト
の

市
内
視
察
」

ゴ
ー
ル
ド
コ
ー
ス
ト
は
、
ク
イ
ー
ン
ズ

ラ
ン
ド
州
南
東
部
に
位
置
し
、
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
最
大
の
観
光
保
養
地
と
し

て
世
界
的
に
有
名
で
す
。
初
夏
と
い

う
こ
と
も
あ
り
と
て
も
過
ご
し
や
す
い

と
感
じ
ま
し
た
。

中
心
部
の
サ
ー
フ
ァ
ー
ズ
パ
ラ
ダ
イ

ス
は
シ
ョッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
な
ど
す
べ
て

が
徒
歩
圏
内
に
あ
り
２
、３
回
周
れ
ば

地
形
を
覚
え
て
し
ま
う
く
ら
い
で
し

た
。
海
岸
に
向
か
え
ば
北
か
ら
南
ま

で
57
㎞
に
わ
た
っ
て
広
が
る
海
岸
線
が

見
え
、
サ
ー
フ
ァ
ー
が
た
く
さ
ん
い
ま

し
た
。

到
着
し
て
二
日
目「
シ
ー
ワ
ー
ル
ド
」

に
行
き
ま
し
た
。
こ
の
日
は
平
日
で

あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
沢
山
の
家

族
ず
れ
や
カ
ッ
プ
ル
、
ア
ジ
ア
系
の
観

光
客
が
遊
び
に
来
て
い
ま
し
た
。

湾
内
の
広
大
な
敷
地
に
広
が
る“
シ

ー
ワ
ー
ル
ド
”
は
イ
ル
カ
シ
ョ
ー
や
ち
ょ

っ
と
し
た
絶
叫
マ
シ
ー
ン
、
モ
ノ
レ
ー
ル

が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
思
い
思
い
に
楽
し

み
ま
し
た
。

３
日
目
は
パ
ラ
ダ
イ
ス
カ
ン
ト
リ
ー

に
行
き
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
コ
ア
ラ
と

対
面
。
コ
ア
ラ
を
抱
い
て
記
念
撮
影

を
し
ま
し
た
。
カ
ン
ガ
ル
ー
も
放
し
飼

い
に
し
て
あ
り
間
近
で
見
る
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。

コ
ア
ラ
も
沢
山
い
ま
し
た
が
、
ど
の

コ
ア
ラ
も
眠
そ
う
で
ほ
と
ん
ど
動
き
が

な
か
っ
た
の
が
残
念
で
し
た
。

馬
の
シ
ョ
ー
や
羊
の
毛
刈
り
シ
ョ
ー
も

見
学
し
ま
し
た
。
ス
タ
ッ
フ
が
面
白
お

か
し
く
動
き
回
り
楽
し
か
っ
た
で
す
。

ま
た
、
観
客
の
ほ
と
ん
ど
が
中
国
、
韓

国
の
団
体
旅
行
者
で
わ
い
わ
い
が
や
が

や
と
て
も
賑
や
か
で
し
た
。
ど
こ
の
国

に
来
て
い
る
の
か
分
か
ら
な
い
位
に
…

で
も
、
身
近
に
動
物
た
ち
に
触
れ

あ
い
癒
さ
れ
た
こ
と
が
今
で
も
思
い
出

さ
れ
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
観
光
地
を
視
察
後
は

主
に
市
内
を
回
っ
て
い
ま
し
た
。
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
は
物
価
が
高
く
日
本
の

１
、５
倍
位
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
し

か
し
、
多
民
族
国
家
で
あ
り
食
べ
物

は
色
々
あ
り
ま
し
た
。
ど
れ
も
美
味

し
く
い
た
だ
き
ま
し
た
。

小
さ
い
町
で
し
た
の
で
最
終
日
に
は

ど
こ
に
何
が
あ
る
か
な
ど
殆
ど
分
か

る
よ
う
に
な
って
い
る
ほ
ど
、
こ
の
４
日

間
ゴ
ー
ル
ド
コ
ー
ス
ト
の
町
を
満
喫
で

き
ま
し
た
。

「
研
修
視
察
を
終
え
て
」

ゴ
ー
ル
ド
コ
ー
ス
ト
滞
在
４
日
間

様
々
な
体
験
が
出
来
ま
し
た
。
様
々

な
民
族
、
宗
教
に
基
づ
く
価
値
観
を

も
つ
人
間
同
士
の
結
び
つ
き
に
私
た
ち

が
見
習
う
べ
き
も
の
を
感
じ
ま
し
た
。

今
回
こ
の
よ
う
な
海
外
視
察
研
修
の

機
会
を
与
え
て
い
た
だ
い
た
こ
と
に
私

た
ち
は
感
謝
の
気
持
ち
で
いっ
ぱ
い
で

す
。
異
国
の
地
で
夢
の
よ
う
な
４
日

間
を
経
験
し
、
日
常
生
活
で
の
リ
フ
レ

ッ
シ
ュ
が
ど
ん
な
に
大
切
か
を
感
じ
る

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
４
名
と
も
職

種
は
違
い
ま
す
が
、
今
後
も
職
務
に

真
摯
に
向
き
あ
い
誠
実
に
利
用
者
と

関
る
と
共
に
、
自
身
の
心
身
の
健
康

に
も
配
慮
し
な
が
ら
、
今
回
の
視
察

研
修
を
日
々
の
生
活
に
活
か
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

シーワールドにて

パラダイスカントーリーにて動物たちとふれあう
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第一種事業 第二種事業 公益事業

社会福祉法第２条　第２項
第
１
号

生活保護法
に規定する
救護施設

救護施設　泉の園
松江市矢田町 472 TEL.0852-24-3512　FAX.0852-27-6987

第
３
号

老人福祉法
に規定する
特老､軽費
老人ホーム

特別養護老人ホーム　詔光の里
松江市山代町 934-5 TEL.0852-31-4165　FAX.0852-27-6982

特別養護老人ホーム　いやしの館
松江市西川津町 733-1 TEL.0852-27-0081　FAX.0852-27-0071

軽費老人ホーム  ケアハウス　夢楽の郷
松江市山代町 933-9 TEL.0852-31-9036　FAX.0852-31-9038

第
４
号

障害者総合
支援法に規
定する障害
者支援施設

障がい者支援施設　希望の園
松江市山代町 934-10 TEL.0852-21-0791　FAX.0852-21-2829

障がい者支援施設　光洋の里
境港市渡町 2480 TEL.0859-45-5400　FAX.0859-45-5411

社会福祉法第２条　第３項

第
２
号

児童福祉法
に規定する
保育所

児童福祉施設　しらゆり保育園
松江市古志原 6-19-36 TEL.0852-22-3803　FAX.0852-60-7132

児童福祉施設　しらゆり第２保育園
松江市西持田町 336-5 TEL.0852-23-3340　FAX.0852-60-7131

児童福祉施設　しらゆり第３保育園
松江市矢田町 484-6 TEL.0852-26-2356　FAX.0852-60-7130

児童福祉施設　しらゆり千鳥保育園
松江市北田町 188-3 TEL.0852-21-3440　FAX.0852-60-7135

第
４
号

老人福祉法
に規定する
事業

老人・障がい者ホームヘルプサービス事業　ねぎらい
松江市山代町 934-5 TEL.0852-31-3328　FAX.0852-27-6982

老人デイサービス事業　きらめき
松江市山代町 934-5 TEL.0852-31-3370　FAX.0852-27-6982

第
４
の
２
号

障害者総合
支援法に規
定する障害
福祉サービ
ス事業

就労継続支援Ａ型事業　ワークセンター島根
松江市矢田町 250-110 TEL.0852-22-4105　FAX.0852-31-1167

生活介護事業　さざなみ
境港市渡町 2480 TEL.0859-45-5407　FAX.0859-45-5411

共同生活援助事業　互助の館
松江市東津田町1324-1
松江市矢田町484-6

TEL.0852-67-3500　FAX.0852-67-3500
TEL.0852-31-8313　FAX.0852-31-8313

相談支援事業所　ねくすと
松江市山代町 934-10 TEL.0852-21-5080　FAX.0852-21-2829

社会福祉法第26条　第１項

施
行
令
第
４
条

介護保険法
に規定する
居宅介護支
援事業   他

居宅介護支援事業所　ナイス
松江市山代町 934-5 TEL.0852-31-3288　FAX.0852-27-6982

訪問看護ステーション　暖心
松江市山代町 934-5 TEL.0852-28-0906　FAX.0852-27-6982

しらゆり会では、日頃の活動報告や活動予定をホームページにて
紹介しています。
下記のホームページアドレスからアクセスしてください。

時代のニーズに応える、新しい社会福祉づくりに取り組んでいます。

http: //www.sirayurikai.or. jp/

（注）各施設の記載順は社会福祉法
に定める事業の順とした

社会福祉法人　しらゆり会

統括事務局  松江市山代町 934-5　TEL.0852-21-0789  FAX.0852-27-6985

しらゆり第２保育園では、グリーンカーテンとしてゴー
ヤやなた豆、昼顔などの植物を育てています。子ども達
は、いつも張り切って一生懸命水やりをしてくれます。
また、今年もゴーヤがたくさん収穫できました。オレンジ
色に変わった三日月形の小さいゴーヤを「あかちゃんみ
たい…。」と大切に手のひらにのせて友だちに見せる子、
たくさん取れたゴーヤを数える子など、子ども達のお話し
が今日も弾みます。そして「給食先生にもっていこう！」と
言っている子もいます。このゴーヤが、美味しい昼食に
なることを子ども達はよーく知っているんですね。

しらゆり第２保育園：グリーンカーテン

 

写
真 

　今年の夏も連日30℃を超える猛暑日が続き、熱中症
や食中毒などが心配されました。また、今年は終戦70年
の節目の年でもあります。しらゆり会では、利用者の皆様
や園児、保護者の皆様また、地域の皆様の、現在から未
来永劫に至るまでの「平和」を職員一同心から願いたい
と思います。そして、変動していく国の制度や社会情勢
を的確に捉え、それぞれの持ち場で、皆様のニーズに応
えながら、それぞれの役割を果たすべく、これまで以上に
日々努力していきたいと思います。
　最後になりましたが、発刊に際しまして、お忙しいところ
原稿をお寄せいただきました皆様方に心からお礼申し上
げます。　

編集後記




